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地域周産期母子医療センター
NICUセンター長

吉
よ し だ

田 宏
ひろし

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
出
産
前
後
の
時
期
に
関
す

る
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
た

め
に
、
産
科
と
新
生
児
科
が
組

み
合
わ
さ
れ
た
施
設
で
す
。

山
形
県
内
に
は
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
が
４
つ
あ
り
ま

す
が
、
庄
内
で
こ
の
機
能
を
備

え
て
い
る
の
は
荘
内
病
院
だ
け

で
、
残
り
の
３
つ
は
山
形
市
に

あ
り
ま
す
。平
成
22
年
に
は「
山

形
県
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
低
体

重
や
疾
患
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

集
中
的
に
治
療
す
る
新
生
児
集

中
治
療
管
理
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

が
６
床
と
、
急
性
期
を
乗
り
越

え
た
赤
ち
ゃ
ん
を
ケ
ア
す
る
新

生
児
回
復
治
療
室
（
Ｇ
Ｃ
Ｕ
）

が
６
床
あ
り
、
庄
内
全
域
か
ら

未
熟
児
が
生
ま
れ
そ
う
な
お
母

さ
ん
や
、
緊
急
的
に
治
療
が
必

要
な
赤
ち
ゃ
ん
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

荘
内
病
院
に
は
、
私
を
含
め
、

８
人
の
小
児
科
医
が
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
運
営
す
る
に
は
、

24
時
間
３
６
５
日
、
小
児
科
医

が
院
内
に
常
駐
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
荘
内
病
院
で
は
、

年
間
２
５
０
例
ほ
ど
の
分
娩
が

あ
り
、
帝
王
切
開
を
含
め
る
と

１
５
０
人
ほ
ど
が
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

入
り
ま
す
か
ら
、
多
く
の
小
児

科
医
が
必
要
な
ん
で
す
。

小
さ
く
生
ま
れ
る
な
ど
し
て

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
る
赤
ち
ゃ
ん
は
、

と
て
も
長
い
時
間
を
病
院
で
過

ご
し
ま
す
。
そ
の
分
、
私
た
ち

医
師
や
看
護
師
も
、
赤
ち
ゃ
ん

や
ご
家
族
と
接
す
る
時
間
が
長

く
な
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
段

々
大
き
く
、
健
や
か
に
育
っ
て
、

家
族
と
一
緒
に
元
気
に
退
院
し

て
い
く
姿
を
見
る
の
が
、
一
番

の
生
き
が
い
で
す
ね
。

専門医や看護師がチームとなって
新生児医療に向かっています

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
健
康
を
守
り
ま
す

庄
内
地
域
唯
一
の

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
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地域と医療をつなぐ
荘内病院

約14万9,000人が暮らす庄内南部を主な診療圏域とする荘内病院。
地域の中核病院として、他の医療機関と連携しながら、高度かつ
良質な医療の提供と心のこもった患者サービスに努めています。
今回の特集は、荘内病院が提供する周産期医療や、地域の皆さん
と医療とをつなぐ取り組みを、同院の医師や看護師にお話を聞き
ながら紹介します。 

◆

問合せ 荘内病院総務課☎26‐5111

特 集集

荘内病院の
シンボルマーク

「ヒポクラテスの木の葉」



地域周産期母子医療センター
新生児集中ケア認定看護師

和
わ だ

田 美
み え

枝

NICUとGCUでは
私たち小児科医と看護師が

24時間赤ちゃんを見守っています！

現
在
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は
15
人
、

Ｇ
Ｃ
Ｕ
に
は
８
人
の
看
護
師
が

い
ま
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は
、
小

さ
く
生
ま
れ
て
き
た
り
、
緊
急

の
治
療
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る

赤
ち
ゃ
ん
が
入
り
ま
す
。
私
た

ち
看
護
師
は
、〝
フ
ァ
ミ
リ
ー

セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
〞
と
言
っ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
が
中
心
の

▲NICU内の様子。NICUに６床・GCUに
　６床を備え、新生児医療を行う

▲退院後の生活に向けて、親子同室で過ご
　せるファミリールームが備えられている

優
し
い
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
て

き
た
赤
ち
ゃ
ん
と
、
お
母
さ
ん

や
お
父
さ
ん
が
家
族
に
な
っ
て

い
く
た
め
の
お
手
伝
い
で
す
よ

ね
。
赤
ち
ゃ
ん
が
無
事
に
退
院

で
き
た
と
き
が
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
が
新
し
い
生
活

の
ス
タ
ー
ト
な
ん
で
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｇ
Ｃ
Ｕ
を
巣
立

っ
て
い
く
赤
ち
ゃ
ん
の
中
に
は
、

退
院
後
も
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
訪
問

看
護
師
さ
ん
や
地
域
の
保
健
師

さ
ん
な
ど
と
連
携
し
ケ
ア
を
し

て
い
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

家
庭
で
の
お
母
さ
ん
の
負
担
が

大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
、
そ
う
い
っ
た
家
庭
を
支

援
す
る
事
業
が
少
し
ず
つ
増
え

て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

支
援
を
必
要
と
す
る
お
母
さ

ん
が
、
安
心
し
て
在
宅
で
育
児

が
で
き
る
よ
う
な
、
社
会
的
な

取
り
組
み
が
、
今
後
、
更
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
中
に
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

生まれてきた赤ちゃんと
ご家族のための優しいケア
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オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、

医
師
・
薬
剤
師
を
目
指
す
市

内
の
高
校
生
を
対
象
に
、
平

成
23
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

医
療
現
場
で
の
模
擬
体
験

を
通
し
て
、
医
療
の
道
へ
の

志
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
３
年
振
り
の

開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、
医

師
志
望
５
人
、
薬
剤
師
志
望

５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

医
師
コ
ー
ス
で
は
、
内
視

鏡
に
よ
る
模
擬
検
査
や
電
気

・
超
音
波
メ
ス
な
ど
を
体
験
。

薬
剤
師
コ
ー
ス
で
は
注
射
薬

調
製
や
患
者
と
の
模
擬
面
談

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

荘
内
病
院
で
は
、
未
来
の

優
れ
た
医
師
・
薬
剤
師
の
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

荘内病院臨床研

五
い が ら し

十嵐 愛
あ い

私も高校生のときに
参加しました！

研修医医

愛
あ い

将来、医師になりたいと思っています。
胃と腸の内視鏡などを体験しましたが、
思い通りに操作できなくて驚きました。
医療現場を実際に見て、良い刺激になり
ましたし、とても有意義な時間でした。

参
加

者の声 羽黒高校１年

佐
さ と う

藤 仁
よしなり

教 さん

　将来の医療人材の育成にも取り組んでいます

▲注射模擬体験。血管位置
を確認し慎重に針を刺す

▲消化管を再現した模型に
　本物の内視鏡を入れる

▲電気・超音波メスで実際
　に鶏肉を切ってみる

▲注射薬の物理的・化学的
　特性を学び、実際に配合

▲模擬面談。患者とのコミ
　ュニケーションも大切

▲手術室見学。手術器具に
　実際に触れてみる

今年から研修医として働いています。いろ
んな科で研修をしながら、患者さんに寄り
添える医師になれるよう頑張っています！
オープンホスピタルでは、内視鏡など専門
的な体験ができるので、将来、医療の道を
志す高校生の皆さんにはお勧めですよ！

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は

刻
一
刻
と
変
化
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
効
率
的
・
効
果
的

な
病
院
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
、
荘
内
病
院
で
は
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

★
診
察
順
番
案
内
シ
ス
テ
ム

外
来
の
診
察
状
況
を
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
、
患
者
さ
ん
が
診
察
ま
で

の
待
ち
時
間
を
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

★
料
金
後
払
い
シ
ス
テ
ム

事
前
に
登
録
し
た
方
は
、

4444444

市
民
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
う
病
院
と
し
て

高
校
生
の
た
め
の
医
療
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
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荘内病院院長

鈴
す ず き

木 聡
さとし

私たち荘内病院の医師が
皆さんの地域に伺います！

ド
ク
タ
ー
出
前
講
座
は
、

院
長
の
私
や
当
院
の
研
修
医

が
、
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の

地
域
に
伺
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
が
ん
に
つ
い
て
の
講

話
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
出

演
し
て
い
た
だ
く
寸
劇
、
車

座
ト
ー
ク
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
参
加
し
た
方
の
生
の
声

を
聞
き
、
地
域
医
療
を
一
緒

に
考
え
て
い
く
機
会
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

直
接
お
話
が
で
き
る
た
め
、

当
院
の
研
修
医
の
成
長
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
研
修
医
だ
け
で

は
な
く
、
各
診
療
科
の
医
師

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
皆

さ
ん
と
交
流
で
き
る
場
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
開
催
を
希
望
す
る
団
体

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。

▲院長によるがん予防講話（小堅地区）

▲寸劇の様子。住民が患者役を演じ、
　研修医が診察する（藤の花地区）

▲車座トーク。体の心配事など、住民
　の質問に医師が答える（藤の花地区）

ドクター出前講座の開催希望など
お問合せはこちら☟

荘内病院地域医療連携室

TEL：26‐5155
FAX：26‐5156

 地域医療を一緒に考える場として 

私は、以前手術をしたことがあります。今回
の講話を聞いて、早期にがんを発見すること
の重要性を改めて認識しました。出前講座は
ためになる話が盛りだくさんなので、多くの
市民の方に聞いてもらいたいですね。

参
加

者の声 小堅地区自治振興会長

本
ほ ん ま

間 仁
に い ち

一 さん

医
療
費
が
後
日
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
さ
れ
ま
す
の
で
、

会
計
の
待
ち
時
間
が
な
く
な

り
ま
す
。

診
察
順
番
案
内
シ
ス
テ
ム
と

料
金
後
払
い
シ
ス
テ
ム
は
、

今
年
度
中
に
導
入
予
定
で
す
。

★
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

東
病
院
と
の
連
携
を
強
化

東
病
院
の
全
田
貞
幹
医
師

が
担
当
し
て
い
る
荘
内
病
院

の
「
が
ん
相
談
外
来
」
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
遠
隔
診
療
や
、
遠
隔

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
手
術
を
今
年
度
中
に
開

始
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

荘
内
病
院
は
、
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
病

院
と
し
て
、
そ
の
歩
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

医
師
が
地
域
に
出
張
し
ま
す

ド
ク
タ
ー
出
前
講
座

CLOSE -UP
クローズアップ03
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荘内病院看護部
公式Instagram

荘内病院公式
ホームページ
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この冬の除雪計画
■問本所除雪対策本部☎25‐2111内線690または各地域庁舎除雪対策本部へ

　道路には、市道、県道、国道の３種類があ
ります。この内、市では市道部分を除雪して
います。
　この冬は、市道延長1,528.1㎞の内、1,140.9
㎞を除雪します。これは、前年に比べて2.5
㎞の増で、全体の約74.7％です。歩道は、
歩道延長187.5㎞の内、約56.2％の105.4㎞
を除雪します。
　除雪は国道・県道に接続する主要幹線市道
から順に、早朝から始め、できるだけ早い時
間に完了するよう努めます。

■除雪の基準
　道路に10㎝以上の積雪がある場合、または午前７時ま
で10㎝以上の積雪が予想される場合を基本としますが、
道路・降雪状況によっても出動します。

■道路除雪以外の対策も行います
　地吹雪対策として防雪柵を約23.3㎞にわたって設置し
ます。また、凍結が予想される幹線道路の登り坂や橋及び
主要交差点等に凍結防止剤を散布します。

年末年始の業務

コミュニティセンター・公民館等については、地域によって一部異なります。詳しくは、各施設にお問
い合わせください。

市役所（本所・各地域庁舎）・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き、

12月29日○木～来年１月３日○火は休業します

荘内病院の外来診療
■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6119

12月29日○木～来年１月３日○火は外来診療を休診します。
※ 救急センターを受診の際は、新型コロナウイルス感染
症感染防止のため、受診前に必ず電話でご連絡ください。

年末年始の急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

■所在地
　総合保健福祉センター（にこ♥ふる）
■診療日
12月31日○土～来年１月3日○火

■受付時間
□休日夜間診療所☎23‐5678
　　内科・小児科・外科…午前９時～正午
　　　　　　　　　　　　午後１時30分～５時
　　　　　　　　　　　　午後６時～９時
　※ 12月29日○木・30日○金は夜間診療（午後７時～９時
30分）のみ行います。

　□休日歯科診療所☎23‐0372
　　午前９時～正午、午後１時～３時

新型コロナウイルス感染症感染防止のため、受診前に必
ず電話でご連絡ください。

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
年末年始のごみ収集

■問廃棄物対策課☎22‐2848
または各地域庁舎市民福祉課へ

■ごみの収集
□もやすごみ（茶袋）

12月30日○金まで
□もやすごみ以外（桃・黄・緑・青袋）

 　　　　 12月28日○水まで
※ ごみ収集カレンダーで収集日をよく確認して
出してください。
※ 大掃除などで大量のごみが発生する場合は、
数回に分けて出してください。

■ごみの持込み
　□もやすごみ・布団・古紙類
　　ごみ焼却施設【市内宝田】

12月30日○金まで
　 午前８時30分～11時50分、午後１時～５時
　□もやすごみ以外・粗大ごみ
　　リサイクルプラザ【市内水沢】

12月28日○水まで
　　午前９時～11時50分、午後１時～４時30分

※ ごみの収集・持込みは１月４日○水に再開します。

■ ■ ■ ■ ■ 　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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除雪対策本部からのお願い　快適雪国生活10か条
　もうすぐ雪の季節が到来します。こんなときこそ、
お互いの「心の温かさ」が必要ですね。
　次の10か条を守り、みんなで助け合って、冬を
快適に乗り越えましょう。

①除雪の妨げになる路上駐
　車は絶対にやめましょう

② 危険！作業中は除雪機械
に近寄らないようにしま
しょう

③雪捨てで側溝の蓋を開け
　たら、作業後は必ず元ど
　おりに閉めましょう

⑤作業中の除雪機械には道を譲ってください
⑥ 道路にはみ出した枝や植木、看板等は撤去してく
ださい
⑦ 消火栓、ごみステーションの前の除雪は町内会で
協力して行ってください
⑧ 除雪機械通過後の雪の片付けはお互いに協力して
行ってください
⑨道路・消雪道路への雪の排出はやめてください
⑩ 屋根の雪や、通学路・ 道路に面したつららは早目
に取ってください

除雪機械の主な出動理由を紹介します
新雪除雪： 新しく降り積もった雪を除雪します
剥ぎ取り： 路面がガタガタ・ザクザクにならな

いよう、路面に残った雪を剥ぎ取り
ます

車道拡幅： 雪によって狭くなった道路を広げ、
道幅を確保します

吹溜
だまり

処理： 道路に吹きだまった雪を取り除き通
行を可能にします

雪山取り： 交差点等にできた雪の山を崩し、見
通しを確保します

④ 高齢者世帯や母子世帯等、
除雪に困っている方には
近所で協力しましょう

■特に
　除雪の妨げになる路上駐車は絶対にしないでくだ
さい。また、除雪機械通過後の雪は側溝や水路に捨
て、消雪道路であっても雪を道路に出さないように
お願いします。雪捨てのために側溝の蓋を開けた場
合は、危険ですので、作業後は必ず蓋を閉めてくだ
さい。命綱をつける等身の安全を確保した上で、屋
根の雪は早目に下ろしましょう。
■ご協力をお願いします
　除雪は雪を道路の両側に積み上げる作業となるこ
とから、玄関や車庫の前に雪を置くことになります。
このため、「出入口を塞がれた」等の苦情が寄せら
れることがありますが、市では通勤・通学や緊急車
両の走行のために除雪を行っています。
　できるだけ効率的に作業するよう努めますので、
除雪された雪の後片付けは各家庭で行っていただく
よう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■もしも地吹雪で動けなくなったときは
　車を置いて避難するときは、除雪や救助の妨げに
ならないように、連絡先を書いたメモ等を車内に置
き、車の は付けたままにしておきましょう。
■雪捨て場はこちらです
▼鶴岡地域
　三川橋上流右岸

▼藤島地域
　藤浪橋上流左岸

旧羽黒第一小学校

雪
捨

て
場

▼羽黒地域
　羽黒町手向

雪
捨
て
場

櫛引橋西片屋 松根

赤
川

▼櫛引地域
櫛引橋下流左岸

※ 藤島・羽黒・櫛引地域の雪捨て場は家庭用ですので、
業者の方は捨てないでください。

■問合せ
　市道の除雪については、その市道を管轄している本所または各地域庁舎
除雪対策本部へ。
□本　　所 ☎25‐2111　　　　　□藤島庁舎 ☎64‐2111
□羽黒庁舎　☎62‐2111　　　　　□櫛引庁舎　☎57‐2111
□朝日庁舎　☎53‐2111　　　　　□温海庁舎 ☎43‐2111

※ 国道は鶴岡国道維持出張所☎
22‐4739または月山国道維
持出張所☎57‐5011へ。
※ 県道は庄内総合支庁道路計画
課☎66‐2111へ。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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令和４年度高山樗牛奨励賞　受賞者を紹介します
■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　高山樗牛賞は、庄内が生んだ明治の文豪・高山
樗牛の偉業を顕彰し、地方文化の向上に資するた
め、昭和33年に設けられました。庄内全域を対
象として、文芸・評論・作文等の制作実績におい
て地方啓発に著しく功績があった方に贈られます。

　また、高山樗牛奨励賞は、次代を担う児童生徒
を対象に、文芸・評論・作文等において優秀な作
品を発表した方に対し授与するものです。
　今年度、高山樗牛賞の該当者はいませんでした。

〈高山樗牛奨励賞〉 若
わこう

生 真
ま い

衣 さん（酒田東高３年）
　３年間を通して文芸部に所属し、詩や
小説等の創作に意欲的に取り組んできま
した。受賞作品となった『空を見上げて』
は、学校を出てすぐの空と自宅に着く頃
の空の変化に印象を受けて詠んだ詩で、
日々の考えや思いが繊細な言葉で表現さ
れています。「空」の下の窮屈な社会で

読者に想像性を求め、行間の取り方を工
夫することで詩にリズム感が生まれてい
ます。作品の根底には生きることの尊さ
があり、空の下に生きることの幸福をた
たえる終末が心に響く作品です。
このように、その豊かな感性と表現力
は高く評価されるところであり、今後も　
更なる活躍が期待されます。　生きる息苦しさ、「ソラ」に描かれては消えていく足跡、そ

して無限のキャンバスである「そら」と、使い分けた表記が

〈高山樗牛奨励賞〉 齋
さいとう

藤 文
あやね

音 さん（朝暘二小６年）
　コロナ禍で臨時休校となった４年生の
春、家で過ごす時間に新聞を読むように
なり、天声人語の感想を書いた自主勉強
をきっかけに担任と感想のやり取りを開
始。じっくり考え意見をまとめてきまし
た。
　受賞作品の新聞感想文「新聞と私の対

要約など多様な読み方をすることで、物
事を広く捉え、表現力を高めようとする
姿勢がうかがえます。長きにわたり自分
の思いや考えを整理し表現し続けてきた
その積み重ねは、太い根を張り、今後更に
花を咲かせるための土台となっています。
このように、その持続力と優れた表現
力は高く評価されるところであり、今後
一層の成長、活躍が期待されます。

話『日々是文音』」からは、政治・経済・文化・人物・歴史・
自然と幅広い分野の記事を読み、感想や数社の記事の比較、

〈高山樗牛奨励賞〉 齋
さいとう

藤 里
り こ

恋 さん（酒田市立亀ケ崎小６年）
　受賞作品の童話『鬼ガラス』は、見た
目が怖く、いつも一人でいることから、
「鬼ガラス」というあだ名がついたカラ
スが主人公。けがをした鬼ガラスが、女
の子に優しくされたことで、友情の意味
や、人と交わることの大切さを知り、成
長していく様子を描いた作品です。

ことができます。主人公が閉ざしていた
気持ちを開放していく様子が、巧みな構
成で表現され、登場人物への作者の優し
い視線が感じられます。物語の終末は明
るい未来を予感させ、読後感はほのぼの
と温かです。
その豊かな表現力と構成力は高く評価
されるところであり、今後一層の成長、
活躍が期待されます。

物語は主人公の目線で、常体の短い文で語られていること
から臨場感があり、話の中に引き込まれるように読み進める

令和５年度　高山樗牛賞・高山樗牛奨励賞について
　 令和５年度は、来年６月～８月に地域団体や関係団体、教育機関等に候補者の推薦を依頼します。
市教育委員会での選考を経て10月下旬に受賞者を決定する予定です。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

令和５年度の市・県民税は、令和４年分の所得及び控除を基に計算されます
令和５年度以降に適用される主な市・県民税の税制改正

■問本所課税課☎35‐1169

住宅ローン控除適用期間の延長と控除限度額等の見直し　＜令和５年度市・県民税から適用＞

●住宅ローン控除の適用期限が４年延長となり、令和４年１月１日～７年12月31日に入居した方も対象と
なります。
●所得税の住宅借入金等特別控除可能額から控除しきれなかった額がある場合は、所得税の課税総所得金額
等の５％（上限９万7,500円）の範囲内で市・県民税から控除します。

項目 改正後

入居期限 令和４年・５年末 令和６年・７年末

控除率 年末残高の0.7％

借
入
限
度
額

認定住宅 5,000万円 4,500万円

ZEH水準省エネ住宅 4,500万円 3,500万円

省エネ基準適合住宅 4,000万円 3,000万円

その他の新築住宅 3,000万円 0円

控除期間 13年

所得制限 合計所得金額2,000万円以下

市民税・県民税控除限度額 所得税の課税総所得金額の５％
（上限９万7,500円）

※１　 省エネ基準を満たさない住宅で、令和６年以降に新築の建築確認を受けた場合は、住宅ローン控除の対象外
です（令和５年末までに建築確認を受け、令和６年・７年に入居する場合は、借入限度額2,000万円、控除
期間10年）。

※２　 既存住宅の場合は、借入限度額・控除期間等の要件が異なります。
　　　詳しくは国土交通省HPをご確認ください。

※１

※２

上場の特定配当等及び特定株式譲渡所得金額に係る課税方式の見直し　＜令和6年度市・県民税から適用＞

これまで上場株式の配当等・譲渡所得について
は、所得税と市・県民税で異なる課税方式を選択
することが可能でしたが、公平性の観点から令和
６年度（令和５年分）から課税方式の選択ができ
なくなります。
　そのため、所得税の申告に上記の所得を含めた
場合は、市・県民税でも合計所得金額や総所得金

額等に算入されますので、非課税判定や扶養控除
等の認定のほか、国民健康保険・介護保険・後期
高齢者医療制度の保険料（窓口割合を含む）の算
定等に影響が出る場合があります。
　また、上場株式等に係る譲渡損失の損益通算及
び繰越控除の適用要件についても、所得税と一致
するよう見直しが行われる予定です。

■市LINE公式アカウントで「税に関するよくある質問（FAQ）」が確認できるようになりました

「スマートフォンアプリでの決済方法は？」「市・県民税の納税通知書の発送時期は？」
など、税に関する疑問に一問一答形式でお答えします。
市LINE公式アカウントを友だち登録してご利用ください。　　　　　　 FAQはこちらから▶

国土交通省HPはこちらから▶
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■問本所商工課☎35‐1299

〈ばね製造工〉 須
す だ

田 素
もとつぐ

継 氏（44歳・伊勢原町）

　高校卒業後に鶴岡発條㈱に入社し、
部品の開発や製造、機械の操作、保守、
品質及び生産管理まで一連の流れに精
通し多角的に対応できる第一人者とし
て活躍しています。
　これまで開発・製造した部品は、自
動車をはじめ、医療や食品・工作機械・
農機具・アクセサリーなど多岐にわた
る分野に利用され、岩手や新潟、静岡
など東日本を中心に受注しています。

　事業所として、鶴岡東工業団地連絡
会に所属し活動しているほか、エムビ
ーネット鶴岡協同組合に加盟し、介護
や福祉関連の産業振興にも寄与してい
ます。
　時代の変化に伴い多品種少量生産へ
の対応が求められる中、工場長として
社員を先導しながら事業を進めるとと
もに、人材育成にも精力的に取り組み、
知識と技術の指導を行っています。

〈建築板金工〉 芝
しばた

田 定
さだきち

吉 氏（75歳・羽黒町小増川）

　中学卒業後から板金業に従事し、事
業所での勤務を経て独立。職歴は60
年以上に及びます。
　建築物の目的や用途に合わせて自身
の技術を応用し、一般住宅を主に多く
の物件を手掛けたほか、温泉施設や集
落公民館の工事も手掛けるなど、幅広
く活動しています。
　出羽商工会をはじめ、田川建設労働

組合羽黒支部、山形県板金工業組合な
どの業界団体等に所属し、知識の取得
や技術の研さんを図っています。
　これまで多くの職人を指導し、業界
の人材育成にも精力的に取り組んでき
ました。
　現在も事業所の代表として、市内外
で活躍しています。

健
康
・
福
祉

健
康
診
査
受
診
意
向
調
査
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

来
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に

健
康
診
査
を
受
診
す
る
か
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
書
で
す
。
40
歳
以
上
の
男
性
ま
た
は

20
歳
以
上
の
女
性
の
方
が
い
る
世
帯
に
送
付

（
世
帯
主
宛
）
し
て
い
ま
す
。

健
診
内
容
や
記
入
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、

同
封
の
説
明
書
を
確
認
し
、
12
月
23
日
○金
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
昨
年
度
の
登
録
内
容

に
変
更
が
な
い
場
合
は

提
出
不
要
）。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
３
１

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
世
帯
等
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
（
一
部
）
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
、
自

力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方

①
65
歳
以

上
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

②
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
18
歳
未
満

の
児
童
の
み
が
い
る
母
子
世
帯

④
世
帯
主

が
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
世
帯

■
助
成
額

１
回
に
つ
き
上
限
額
１
万
６
、

５
０
０
円

■申
雪
下
ろ
し
作
業
の
前
に
各
地

健
康
・
福
祉
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

令和４年度鶴岡市卓越技能者表彰　受賞者を紹介します

〈印章彫刻工〉 永
ながい

井 裕
ゆうこう

公 氏（63歳・西新斎町）

高校卒業後、新潟の印房店で修行を
行い、その後親族が創業した店舗に入
店。以降印章作りに従事しています。
一級技能士（印章彫刻）を取得し、

これまで多様な印章を数多く制作。平
成14年には「全国印章技術大競技会」
で厚生労働大臣賞を受賞するなど、そ
の技術は高く評価されています。
山形県印章業組合技能士会に所属し

ており、「全国印章技術大競技会」の
審査員、「技能グランプリ」の競技補
佐員、全日本印章業協会の「統括印章
アドバイザー」を委嘱されるなど、幅
広く活躍しています。
　全技連マイスターとしても活躍して
おり、地元組合員とともに、小学校で
の体験教室に参加するなど、広く技術
と知識の普及、啓発に努めています。

〈畳工〉 長
は せ が わ

谷川 静
しずお

夫 氏（70歳・みずほ）

　昭和47年に親族の経営する事業所
に入所。畳制作の修行を開始し、以降
技術の研さんに励みました。
　昭和59年には一級技能検定士（畳
製作作業）を取得。一般住宅や寺院等
の畳製作を請け負うなど幅広く活動し、
令和３年には、日本建築士会連合会か
ら「伝統的技能者」として表彰されま
した。

これまでに、田川建設労働組合上郷
分会の分会長や本部の執行委員を歴任
し、組合活動を通して、地域産業の活
性化に寄与しています。
現在も事業所の代表として、従業員
とともに新しい製品開発に取り組みな
がら、自身の持つ知識と技術を後進へ
伝承し、指導を重ねています。

区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
（
雪
下
ろ
し
業

者
へ
の
作
業
依
頼
は
各

自
）
■問
本
所
長
寿
介

護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
、

本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
、
本
所
子
育
て

推
進
課
☎
35
‐
１
２
９

１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

灯
油
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が

令
和
4
年
度
市
民
税
非
課
税
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
（
社
会
福
祉
施
設
等

入
所
者
、
長
期
入
院
者
、
生
活
保
護
世
帯
等

を
除
く
）
①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

②
重
度
要
介
護
者
（
要
介
護
４
ま
た

は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
）
が
い
る
世

帯

③
重
度
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
す
る
方
）
が
い
る
世

帯

④
18
歳
未
満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
母

子
・
父
子
家
庭
、
ま
た
は
両
親
の
い
な
い
家

庭
等

■
助
成
額

１
世
帯
に
つ
き
１
万
円

■申
来
年
２
月
17
日
○金
ま
で
に
本
所
福
祉
課
灯

油
助
成
担
当
窓
口
☎
25

‐
２
１
１
１
内
線
４
０

３
へ

■他
助
成
対
象
と

思
わ
れ
る
世
帯
へ
12
月

中
旬
に
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
同
封
の

封
筒
に
入
れ
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い

市では、優れた技能で産業界の発展に貢献している方を「卓越技能者」として表彰しています。
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■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0157または各地域庁舎市民福祉課へ

　インフルエンザは空気が乾燥する冬に流行し、突
然の高熱、頭痛、悪寒、関節痛などの全身症状のほ
か、普通の風邪と同様に鼻水や喉の痛みなどの症状
が出ることもあります。小さな子供は自分で症状を
訴えることが上手にできないので、周囲の大人が気
付きにくく症状が悪化してしまうことがあります。付きにくく症状が悪化してしまうことがあります付きにくく症状が悪化してしまうことがあります
　また、高齢者は症状が出にくく、呼吸器や心臓な
どに慢性的な持病がある人は重症化しやすいため注
意が必要です。
　今冬は、インフルエンザと新型コロナウイルス感
染症の同時感染が懸念されることから、希望する方
は早目のワクチン接種をお願いします。

インフルエンザ予防のポイント
▷ 小まめに手洗いをしましょう（外出後や食事前、
せき等で口や鼻を押さえた後などは石けんをしっ

かり泡立てて十分に手を洗いましょう）
▷ マスクを着用しましょう（周囲に唾が飛び散らな
いように、せきエチケットを守りましょう）

▷ 室内の乾燥に気を付け、適切な湿度（50％～60
％）を保ちましょう

▷ 十分な休養、バランスのとれた食事を心掛けまし▷十分な休養 バランスのとれた食事を心掛けまし▷十分な休養 バランスのとれた食事を心掛けまし
ょう

▷ 流行期は人混みへの外出をなるべく避けましょう
▷ 予防接種は流行前の接種が効果的です

体調不良を感じたら、無理をせず休養しま
しょう
■発熱時の受診方法
　かかりつけ医がいる方は、受診する前に必ずかか
りつけ医に電話で相談してください。
　かかりつけ医がいない方は、山形県受診相談セン
ター☎0120‐880006にご相談ください。

インフルエンザを予防しましょう

■問本所市民課☎35‐1194

マイナンバーカードを利用した申請がお得です
証明書のコンビニ交付手数料を期間限定で値下げします

取得できる証明書 窓口交付
コンビニ等での交付

現行 値下げ期間中
住民票の写し 400円 200円 100円
印鑑登録証明書 400円400円400円 200円200円200円 100円100円100円
所得・課税証明書 400円 200円 100円

戸籍全部（個人）事項証明書 450円 250円 150円
戸籍の附票の写し 400円 200円 100円

※請求時に本市に住民登録のある方に限ります（戸籍全部〈個人〉事項証明書、戸籍の附票の写しは、本市に住所・
本籍のある方のみ取得できます）。

マイナンバーカードを利用して、コンビニのマルチコピー機及び市役所本所市民課ロビーに設置の証明書交付
機で各種証明書を取得する場合の交付手数料を、12月１日から令和６年３月31日までの期間、値下げします。

■利用できるコンビニ・時間等
●全国のセブン -イレブン、ローソン、ファミリーマートのマルチコピー機
　午前６時30分～午後11時（12月29日～１月3日及びシステムメンテナン
　スを行う時間帯を除く）
●本所市民課ロビーに設置の証明書交付機
　本所開庁時間
　※戸籍全部（個人）事項証明書、戸籍の附票の写しは※戸籍全部（個人）事項証明書 戸籍の附票の写しは※戸籍全部（個人）事項証明書、戸籍の附票の写しは
　　月曜～金曜日午前９時～午後５時15分。

■交付手数料（１通当たり）

新型コロナとインフルエンザの▶
同時流行に関する詳細はこちら

マイナンバーカードの
申請をお手伝いします

　休日等に窓口を設け、職員が
申請をお手伝いします。
　日程や会場、必要な持ち物や、
各地域庁舎の休日・
夜間窓口など詳しく夜間窓口など詳しく夜間窓口など詳しく
は市市HP
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年
金

保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
等
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

60
歳
ま
で
に
保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間

が
あ
る
方
は
、
60
歳
以
降
で
も
任
意
加
入
し

て
不
足
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
方
は
65
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、

65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
資
格
期
間

（
１
２
０
月
）
を
満
た
さ
な
い
方
は
70
歳
に

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者

及
び
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給
者
は
任

意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

12
月
は
県
内
一
斉
の
納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

税
金
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自

主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
た
人
と
の
公
平
を
図
る
た
め
、
本
来
納

め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し

た
り
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
本
所
納
税
課
☎
35

‐
１
１
８
２
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
税
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
決

済
を
お
勧
め
し
ま
す
。

確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
用
に

納
付
額
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

今
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
納
付
額
通
知
書
」

を
来
年
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
用
と
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。
こ
の
通
知
書
は
、
口
座
振
替
、

窓
口
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
決
済

を
し
た
方
全
員
に
お
送
り
し
ま
す
。
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
の
方
に
は
、
市
か
ら
納
付
額

通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
の
源

泉
徴
収
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
調

整
用
（
保
険
料
控

除
証
明
用
）
に
納

付
額
通
知
書
が
必

要
な
方
は
、
本
所

納
税
課
☎
35
‐
１

１
８
３
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
等
の
申
告
用
に

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

■対
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
認

定
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方

■申
介
護
保
険
証

を
お
持
ち
の
上
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐

１
２
8
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ

■他
認
定
書
は
申
請
後
郵
送

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

生
活

12
月
は「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

き
れ
い
な
大
気
が
地
球
温
暖
化
の
ブ
レ
ー
キ
で
す

冬
季
は
、
暖
房
器
具
や
自
動
車
を
多
く
使

う
こ
と
や
、
気
象
現
象
の
影
響
等
に
よ
り
大

気
汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
電
気
や
石
油
の
消
費
量
が
増

え
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
も
増
加
し
ま
す
。
大
気

汚
染
と
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
、
家
庭
や
職

場
等
で
地
球
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
実
践
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
化

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

「
つ
い
う
っ
か
り
」
が
大
き
な
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

▼
家
庭
で
は

▽
灯
油
を
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

ら
ポ
リ
容
器
等
に
小
分
け
す
る
際
は
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
最
後
に
元
栓
を
し
っ
か

り
と
閉
め
る

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
周
囲
は

除
雪
を
小
ま
め
に
行
い
、
落
雪
に
よ
る
開
栓

や
機
器
の
破
損
を
予
防
す
る

▽
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
や
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か
を
点

検
す
る
（
地
中
に
埋
設
し
て
い
る
配
管
は
特

に
注
意
す
る
）
▽
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
の
下
に
防

油
堤
を
設
置
す
る
。
ま

た
、
給
油
栓
に
自
動
停

止
給
油
器
を
取
り
付
け

る

▼
事
業
所
で
は

▽
機
械
類
か
ら
油
漏
れ
が

な
い
か
、
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か
を

点
検
す
る

▽
油
分
離
槽
は
適
正
に
管
理
し
、

油
汚
泥
は
定
期
的
に
処
理
す
る

▽
廃
油
の

処
分
は
処
理
業
者
に
委
託
す
る

▼
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は

☎
１

１
９
も
し
く
は
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐

８
３
２
１
ま
た
は
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２

４
７
へ
直
ち
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
対
応
が
遅
れ
る
ほ
ど
復

旧
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
HP

限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源

地
下
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

駐
車
場
の
消
雪
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地

下
水
は
限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源
で

す
。
今
後
も
安
定
的
・
永
続
的
に
利
用
し
て

い
く
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
節
水
を
心
掛
け
、

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内

「
庄
内
南
部
地
域
地

下
水
利
用
対
策
協
議

会
」
事
務
局
☎
35
‐

１
２
４
７

お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
切
ろ
う
！

国
内
で
は
、
食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
な
ど
、

本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食

品
ロ
ス
が
年
間
約
５
２
２
万
ト
ン
発
生
し
て

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
人
１
日
当

た
り
に
置
き
換
え
る
と
、
茶
碗
１
杯
分
の
ご

飯
に
近
い
量
に
な
り
ま
す
。

生
活

年
金
・
税
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年
末
年
始
に
向
け
て
、
会
食
等
の
機
会
が

増
え
る
時
期
で
す
。
食
品
ロ
ス
削
減
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
外
食
・
会
食
時

食
べ
切
れ
る
量
だ
け
注

文
し
、
乾
杯
後
30
分
間
と
お
開
き
前
10
分
間

は
、
自
席
で
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
食

べ
切
れ
な
い
料
理
は
、
お
店
に
確
認
し
て
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う

▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
時

食
べ
切
れ
る
量
だ
け

注
文
し
ま
し
ょ
う

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

冬
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

食
中
毒
は
１
年
を
通
し
て
発
生
し
ま
す
。

特
に
冬
に
な
る
と
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
発
生
が
増
加
し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
に
は
、
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が
重
要
で
、
石
け
ん

を
使
っ
た
手
洗
い
が
効
果
的
で
す
。
ト
イ
レ

の
後
、
調
理
や
食
事
の
前
に
は
、
石
け
ん
を

使
い
、
し
っ
か
り
と
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
品
を
調
理
す
る
際
は
、
十
分
に
加

熱
（
中
心
温
度
85
℃
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
）

し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

年
末
年
始
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
う
そ
電
話
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
当
に
あ

な
た
の
家
族
か
ら
で
す
か
？
」

▽
還
付
金
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
物
の
職
員

か
ら
で
す
か
？
」

▽
金
融
商
品
等
取
引
詐
欺
「『
必
ず
儲
か
る
』。

そ
の
話
、
本
当
で
す
か
？
」

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た

ら
、
鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０

１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐

１
２
０
４

交
通
事
故
・
雪
の
事
故
に
注
意
！

冬
の
事
故
を
防
止
し
よ
う

▼
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

冬
は
路
面
の

凍
結
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
等
で
交
通
事

故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
５
分
早
目
に
行

動
し
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
12
月
11
日
○日
〜
20
日

○火
は
「
飲
酒
運
転
撲
滅
・
冬
道
の
交
通
事
故

安
全
強
化
旬
間
」
で
す
。
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末
は
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
飲

酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う

路
面
凍
結
時

の
転
倒
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
下
ろ
し

時
の
転
落
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
市
HP
に

雪
下
ろ
し
業
者
一
覧
を
掲
載
し

て
い
ま
す
）

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１

２
０
４

お
う
ち
時
間
家
族
で
点
検
火
の
始
末

年
の
瀬
も
〝
火
の
用
心
〞

何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
末
は
、
火
の
元
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
家
族
み
ん
な

で
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

▽
調
理
中
に
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い

▽
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必

要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

▽
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
の

元
を
確
か
め
る

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８

３
３
２

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

寒
さ
が
増
し
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
。
注
意
事
項
や
設
置
方
法

を
確
認
し
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
へ
の
給
油
の
際
は
、
燃
料

を
確
認
し
、
完
全
に
火
が
消
え
て
か
ら
行
う
。

ま
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ

を
し
っ
か
り
閉
め
る

▽
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
や
ス
プ
レ
ー
缶
を

置
か
な
い

▽
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
は
定
期
的
に
清
掃
す

る
（
煙
道
内
に
タ
ー
ル
が
た
ま
る
と
、
煙
道

内
で
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

そ
の
他

全
市
域
対
象
・
１
日
１
回
開
催

令
和
５
年
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

民
法
改
正
に
よ
っ
て
成
年
年
齢
が
18
歳
と

な
っ
た
た
め
、
成
人
式
の
名
称
を
「
二
十
歳

を
祝
う
会
」
に
変
更
し
開
催
し
ま
す
。
対
象

の
方
に
は
11
月
中
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
し

た
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■日
来
年
１
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成
14
年
４
月
２
日
〜

15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
６

■他
参
加
を
希
望
す
る
方

は
事
前
登
録
が
必
要
。
詳
し
く

は
市
HP

市
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

安
心
安
全
な
暮
ら
し
と
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
を
目
指
し
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
同
運
動
。
５
８
１
点
の
応
募
の
中
か
ら

次
の
10
人
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

「
あ
な
た
も
一
員

み
ん
な
で
築
こ
う

み

ん
な
の
社
会
」
大
滝
麗
さ
ん
（
藤
島
中
）

▼
優
秀
賞

斎
藤
優
斗
さ
ん
（
鶴
岡
二
中
）、
阿
部
菜
月

さ
ん
（
鶴
岡
三
中
）、
阿
部
弘
奨
さ
ん
（
鶴

岡
四
中
）、
鶴
見
汐
菜
さ
ん
（
鶴
岡
五
中
）、

鈴
木
蒼
菜
さ
ん
（
豊
浦
中
）、齋
藤
美
園
さ

ん
（
羽
黒
中
）、
佐
藤
彩
羽
さ
ん
（
櫛
引
中
）、

小
野
寺
慧
さ
ん
（
朝
日
中
）、
藤
原
し
お
ん

さ
ん
（
温
海
中
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

（
単
位
区
設
定
）を
実
施
し
ま
す

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
暮
ら
し
に
関

そ
の
他
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設
規
模
で
１
・
３
倍
に
、
売
上
げ
は
１
・

設５
倍
の
5
億
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。
意

見
交
換
で
は
新
道
の
駅
に
イ
ン
ス
タ
映
え

見す
る
オ
ブ
ジ
ェ
の
設
置
を
、
な
ど
具
体
的

すな
提
案
が
行
わ
れ
た
。
地
元
か
ら
の
多
様

なな
参
画
の
機
会
を
き
め
細
か
く
作
っ
て
い

なななく
こ
と
を
含
め
、
温
海
庁
舎
と
道
の
駅
整

く
こ
く

推
進
室
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

備
推
進

備

温
海
地
域
の
産
業
振
興
に
貢
献
し

ま
た
、
温

まま

現
道
の
駅
の
人
財
を
含
め
、
引
継

てて
き
た
現
道に

進
め
ら
れ
る
よ
う
注
視
し
て

ぎ
が
ぎ
が
円
滑
に
進

ぎぎい
き
い
き
た
い
。

し
と
為
す
。

和和
を
以
を
以
て
貴
し

10
月
30
日
に

劇
交
流
公
演
を
鑑
賞
し

出
羽
出
羽
・
大大
和
歴
史
劇

出出

言
葉
が
伝
え
る
こ
と

た
際
た
際
、
改
、
改

て
め
て
こ
の
言

た

せ
ら
れ
た
。
遠
く
聖

の
重
の
重
要
性
要
性
を
考
を
考
え
さ
せ
らか

り
の
奈
良
県
明

徳
太
徳
太
子
、
子

蜂
子
蜂
子
皇皇
子
ゆ
か

徳徳

っ
た
あ
す
か
劇

日
香
日
香
村
か
村
か
ら
お
ら
お
越
し
越
し
に
な
っ

日日

の
出
羽
庄
内

団
「
団
「
時
空
時
空
」、」
そ
し
そ
し
て
地
元
の

団団

ん
の
熱
演
か

市
民
市
民
ミ
ュ
ミ
ュ
ー
ジ
ー
ジ
カ
ル
カ
ル
のの
皆
さ
ん

市市

ま
す
強
く

ら
、
ら
、「
和
「
和
」
へ
」

の
思
の
思
い
が
い
が
ま
す
ま

らな
っ
な
っ
た
。
た
。

な

見
せ
る
。

ココ
ロ
ナ
ロ
ナ
が
再
が
再
拡
大
拡
大
の
兆
の
兆
し
を
見い

警
報

文
化
文
化
の
日
の
日
の
朝
の
朝
に
ふ
に
ふ
さ
わ
さ
わ
し
く
し

な
い

文

や
ま

が
鳴
が
鳴
りり
、
欧
州
欧
州
で
の
で
の
戦
火
戦
火
は
い
ま
だ
や

がが

の
整

ず
。
ず

学
童
学
童
と
合
と
合
築
さ
築
さ
れ
る
れ
る
朝朝
暘
五
小
の

ずず

高
一

備
や
備
や
、「「
致
道
致
道
館
」
館
」
と
な
と
な
る
県
る
県
立
中
高

備備

ー

貫
校
貫
校
の
改
の
改
修
、
修
、
加
茂
加
茂
水
族
水
族
館
の
リ
ニ
ュ
ー

貫貫

て

ア
ル
ア
ル
な
ど
な
ど
、
公
、
公
共
施
共
施
設
の
設
の
整
備
に
つ
い
てる

。

も
資
も
資
材
価
材
価
格
の
格
の
高
騰
高
騰
の
影
の
影
響
が
響
が
忍
び
寄
る

もも課
題
を
直直
視
し
視
し
、
解
、
解
決
を
決
を
図
る
図
る
行
政
が
一

課層
求
め
らら
れ
る
れ
る
。
明
。
明
年
は
年
は
月月
山
卯
歳
御
縁

層年
、
年年
、
早
く
世
界界
の
争
の
争
い
が
い
が
終
結
終

し
、
和
の

年
が
訪

年
が
訪
れ
ま
すす
よ
う
に
。
に
。

新
潟
に
出
張
し
た
帰
り
道
、
お
隣
村
上

新
潟
に
出
張
し
た
帰
り
道
、

市
の
道
の
駅
朝
日
に
立
ち
寄
っ
た
。
鼠
ヶ

市
の
道
の
駅
朝
日
に
立
ち
寄
っ
た
。

関
へ

転
整

さ
れ
て
い
る
本

関
へ
の
移
転
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る

市
の
新
た

に
は
ど
ん
な
商
品
が

市
の
新
た
な
道
の
駅駅
に
は
に
は
ど
ん
ど
ん
な
商
品
が

並並
ぶ
の
だ
ろ
う
ろ
う
か
と
か
と
思
い
思
い
つ
つ
つ
つ
、
久
、
久
し
ぶ

りり
に
甘
いい
も
の
も
の
が
食
が
食
べ
た
べ
た
く
な
く
な
り
笹
り
笹
団
子

をを
手
に
取
っ
た
っ
た
。。

10
月
14
日
、、
コ
ロ
コ
ロ
ナ
で
ナ
で
延
期
延
期
と
な
と
な
っ
て
っ
て

い
たた
鹿
児
島
県
曽
於
曽
於
市
と
市
と
の
友
の
友
好
都
好
都
市
姉
市
姉

妹
盟盟
約
20
周
年年
の
記
の
記
念
式
念
式
典
を
典
を
行
う
行
う
こ
と
こ
と

が
でで
き
た
。
戊
。
戊
辰
の
辰
の
役
で
役
で
激
し
激
し
く
戦
く
戦
っ
た
っ
た

か
つ
てて
の
敵
同
士
。
士
。
鹿
児
鹿
児
島
県
島
県
旧
大
旧
大
隅
町
隅
町

の
「
ふふ
る
さ
と
歴
史
探
検
探
検
隊
」
隊
」
が
、
が

先
祖
先
祖

た
ち
が
戦戦
っ
た
旧
温温
海
町
海
町
関
川
関
川
を
訪
を
訪
問
し
問
し

た
こ
と
かか
ら
交
流
がが
始
ま
始
ま
っ
た
っ
た
。
曽
。
曽
於
市
於
市

立
笠
木
小
学学
校
か
ら
か
ら
は
サ
は
サ
ツ
マ
ツ
マ
イ
モ
イ
モ
の
苗
の
苗

が
届
き
、
福
栄
福
栄
（
現
あ
つ
あ
つ
み
）
み
）
小
学
小
学
校
か
校
か

ら
は
雪
が
贈
らら
れ
、
交
流
は
未
は
未
来
へ
来
へ
続
く
続
く
。

11
月
4
日
、
温温
海
地
域
の
自
の
自
治
会
治
会
長
の
長
の

皆
さ
ん
と
令
和
99
年
度
を
開
業
目
業
目
標
と
標
と
しし

て
い
る
新
道
の
駅
にに
つ
い
て
の
て
の
意
見
意
見
交
換
交
換

を
行
っ
た
。
温
海
地
域
地
域
に
は
、、
焼
畑
焼
畑
あ
つ
あ
つ

み
か
ぶ
、
越
沢
三
角
そ
ば
そ
ば
を
は
じ
め
じ
め
と
す
と
す

る
在
来
作
物
や
、
鼠
ヶ
関関
な
ど
で
水
で
水
揚
げ
揚
げ

さ
れ
る
海
産
物
、
し
な
織
なな
ど
魅
力
的
な
的
な

地
域
資
源
が
あ
る
。
あ
つ
み
旬旬
菜
会
が
設
が
設

立
さ
れ
る
な
ど
今
後
を
見
越
し
てて
産
直
体体

制
を
強
化
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
る
。
現
在
、、

2
本
目
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
進
め
ら
れ
ら
れ
て

い
る
日
沿
道
が
開
通
す
れ
ば
交
通
量
はは

１
・
８
倍
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
温
海
地

域
の
み
な
ら
ず
、
本
市
に
と
っ
て
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
だ
。
日
本
海
沿
岸
の
山
形
県

側
の
入
り
口
と
な
る
新
道
の
駅
は
現
在
の

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
と
比
べ
施

す
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
5
年
に
1
度

行
わ
れ
る
統
計
調
査
で
す
。
令
和
5
年
10
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
本
調
査
の
た
め
の
準
備

事
務
（
単
位
区
設
定
）
を
、
次
の
期
間
で
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
時
期

令
和
4
年
12
月
中
旬
か
ら
来

年
2
月
上
旬
ま
で

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎

35
‐
１
１
８
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企

画
課
へ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
一
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市LINELINE公式アカウント
生活に欠かせない
様々な情報をお届けします !

友だち追加はこちらから→

市公式ツイッターツイッター
でリアルタイム
の情報を発信中

フォローはこちらから→
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民生委員・児童委員を紹介します①（第１～12民生区）

■問合せ　本所福祉課☎35‐1252または各地域庁舎市民福祉課へ

（第５民生区の続き）
朝暘町北 森岡ふみ
宝田二丁目 ･ 宝田三丁目 中野朋子
文下 今野弘美
主任児童委員 中村政子
主任児童委員 斎藤留吉
第６民生区（第６学区）
みどり町２区 大滝匡生
みどり町１区 冨樫陽子
新海町南 三浦仁美
新海町北 髙橋隆子
新海町新町 佐藤文子
大西町北 小野丘
大西町南 佐藤豊一
大西町東 菅原良子※

西新斎町 工藤くみ子
砂田町 下坂みゆき※

道田町南 伊藤千弥子
道田町北 渡會節子
大塚第１ 三上求※

大塚第２ 齋藤千代子
美咲町 佐藤裕子
宮田町内会 ･ 谷地田町内会 亀井武
主任児童委員 石塚美代
第７民生区（斎・黄金地区）
斎藤川原 ･ 伊勢横内 三浦孝
勝福寺 ･ 我老林 薄衣修一※

外内島 佐藤吉雄※

遠賀原 ･ 八ツ興屋・のぞみ町一部 丸山美左子※

青龍寺 ･ 滝沢 ･ 寿 渡部薫
谷定 ･ 上山谷 ･ 金谷 菅原長左エ門
民田 ･ 中橋 金丸裕美
高坂 ･ 新赤 石川秋彦
主任児童委員 佐々木美佳※

主任児童委員 井上良子
第８民生区（湯田川・田川地区）
湯田川上 中山節子※

湯田川下 髙橋郁※

藤沢 ･ 二ツ谷 加藤正幸※

中里 ･ 宮野前 ･ 中組 鈴木吉男
行〆 ･ 少連寺 佐藤千代美※

蓮花寺 ･ 東目 ･ 砂谷 眞田昭良
関根 ･ 坂野下 菅原勇一　
主任児童委員 伊藤せつ

主任児童委員 今野玲子
第９民生区（大泉地区）
白山 ･ 清水新田 鈴木みよ
矢馳 ･ 山田・すず風 安在陽子
井岡 ･ 岡山 佐藤晴※

森片 ･ 下清水 小田弘美
上清水 ･ 中清水 三浦佳子※

寺田 ･ 小淀川 小池知巳※

大淀川 ･ 布目 諏訪登※

主任児童委員 佐藤たか子
主任児童委員 石田幸
第10民生区（京田・栄地区）
高田 ･ 北京田 ･ 覚岸寺 阿部真一
西京田 ･ 平京田 ･ 中野京田 大場武雄
安丹 ･ 林崎 五十嵐多
荒井京田 ･ 豊田 ･ 福田 ･ 水上町 山中町子
本田・小京田・野中・馬場添 小南惠子
中京田 ･ 湯野沢 佐藤和子
主任児童委員 齋藤志津※

主任児童委員 藤野淳
第11民生区（上郷地区）
石山 ･ 楯川原 長谷川俊行※

水沢 瀬尾儀雄
広浜 ･ 大谷 土岐惠子※

中山 伊藤直美※

矢引 ･ 中沢 ･ 大荒 齋藤惠美
上京田 ･ 金山 ･ 山口 ･ 竹の浦 ･ 草井谷 難波和博
主任児童委員 小松久仁子
第12民生区（三瀬・由良・小堅地区）
三瀬１区 齋藤将※

三瀬２区 石塚藤恵
三瀬３区 加藤春夫
三瀬４区 齋藤淳子
由良上 榊原和佳子
由良下 遠藤さゆり
小波渡 佐藤久美子
堅苔沢 廣田寿美子※

主任児童委員 加藤晴美※

主任児童委員 和田みどり

▲

民生委員・児童委員は市民と行政等を結ぶつなぎ役として、常に住民の立場に立って相談に応じます▲

主な活動は、①住民の生活状態の把握、②見守り等の訪問活動、③児童の健全育成のための活動などです
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民生委員・児童委員を紹介します①（第１～12民生区）
12月 1日付けで、次の方々が民生委員・児童委員として厚生労働大臣から委嘱されました（担当区域・氏名
の順で掲載。氏名に※のある方は新任）。困りごとなど、気軽にご相談ください。

泉町 渡部智恵子※

若葉町東部・鷹匠町 大泉常井
家中新町（南） 松本七重
家中新町（北） 野村茂樹
馬場町 阿部由美子
東新斎町 三村幸子
城北町東城北町東城北町東 菅原けい子菅原けい子菅原けい子
大部町大部大部町 田澤妙子澤妙田澤妙子
日和田町一部 ･宝田一丁目一部 佐藤推子※

日和田町一部 ･大宝寺字日本国 田部井丈
茅原町一部 ･北茅原町 尾形ひろ美
茅原町一部 ･宝田一丁目一部 梅木京子
西茅原町 澁谷三郎
西茅原町（市営住宅） 加藤定治
余慶町 和田昭子
主任児童委員 田中誉子
主任児童委員 原敏
第４民生区（第４学区）
幸友会 ･鍛冶町 中村知惠子
本町三丁目（南）（11番～21番） 増子正志※

本町三丁目（北）（１番～10番） 中嶋悦※

八日町 三浦喜枝
青柳町（西） 吉野進
青柳町（東） 成田公子
稲生（北） 鎌田博子
稲生（西２） 帯刀由美子
稲生（南） 佐藤新一
稲生（西１） 五十嵐直子
塔和町内会 加藤春美
美原町（南） 友野光雄
小真木原町 岡部久美子
主任児童委員 鈴木久夫
第５民生区（第５学区）
道形町西 菅原清子
道形町東 福井ユリ子
大宝寺第１ 池田祥子
大宝寺第２ 富樫裕子
末広町東部 阿部和喜
日吉町西部 ･日吉町東部一部 阿部亘
日吉町南部 ･日吉町東部一部 田中昌子
宝町中道 渡部祐子
宝町 梅木道男※

鳥居町南 遠藤久美
切添町 伊藤満子

第１民生区（第１学区）
本町二丁目東 ･三和町北 後藤伸一
本町二丁目一日市会･本町二丁目七日町 横山邦夫
三和町南 藤井孝子
本町二丁目南部 ･睦町第３ 三浦けい子
睦町第１･睦町第２ 成田えつ子
三光町東 ･三光町銀町光町東 光町銀町三光町東 三光町銀町 菅原寛菅原寛菅原寛※

三光町南 ･三光町正栄会光町南 光町正栄会三光町南 三光町正栄会 髙橋輝美髙橋輝美髙橋輝美
双葉町南 菅原千佳子
双葉町北 阿部教
文園町 五十嵐亜紀
千石町養海塚 黒井京子※

千石町町海老島温海田 武田勇一※

千石町藤李 ･のぞみ町一部 長南朝明
長者町 渡部真喜
城南町（東部 ･中部 ･南部） 阿部伸
城南町（西部・北部） 小野寺貞子
海老島町２ 渡會一雄
日枝 小池光子
主任児童委員主任児童委員主任児童委員 井上定一井上定井上定一
主任児童委員 後藤佐智
第２民生区（第２学区）
本町一丁目第１･本町一丁目第２ 五十嵐和喜
本町一丁目第３･昭和町第３ 阿部由美子
昭和町第１・昭和町第２ 今間誠一※

大東町南 村田達志※

神明町西 ･神明町南 三浦克典※

神明町天神町 庭山静枝※

苗津町 茂木安子※

日出町東（日出二丁目） 渡邊ひと美
日出町西 成冨美津※

東原町 伊藤いく※

伊勢原町 安達祐美子
桜新町 大瀧太一
ほなみ町 進藤昇
主任児童委員 臼井冨美
主任児童委員 山田和子
第３民生区（第３学区）
錦町 池田義潤
新形町 佐藤万里子※

新形町（西） 阿部史
上畑町南部 後藤芳博※

上畑町北部 齋藤順子
山王町東部・山王町通り一部 佐藤陽子
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■問合せ　本所福祉課☎35‐1252または各地域庁舎市民福祉課へ

主任児童委員 小野寺浩美
主任児童委員 土田三香子
温海地区（温海地域）
一霞 阿部仁美
湯温海１部～８部 榎本正雄
湯温海９部～16部 大川勝昇
湯温海17部～22部湯温海17部 22部湯温海17部 22部 佐藤亘佐藤亘佐藤亘
湯之里１区～４区湯之湯之里１区 ４区 佐藤嘉典佐藤嘉典佐藤嘉典
湯之里５区～11区 鳴海秋雄
温海１部～３部 ･11部 齋藤昇※

温海４部～７部 荒井千代子
温海８部～10部 小田正宏
暮坪 ･米子 佐藤万里子※

宮名 ･ 谷坂 本間健一
浜中 剱持忠
槙代 五十嵐美穂※

小国・峠ノ山 五十嵐收一※

鈴 佐藤和子
五十川（旧田川除く） 本間節子
安土 ･小菅野代・旧田川安土 ･小菅野代・旧田川安土 ･小菅野代・旧田川 本間美智子本間美智子本間美智子
山五十川南部 鈴木正子
山五十川北部 三浦律子
戸沢 伊藤美代
鼠ヶ関（関） 小田純子※

鼠ヶ関（興屋） 佐藤新喜
鼠ヶ関（原海）･鍋倉 長谷川邦夫※

小名部（世帯番号39～末） 剱持孝一※

早田 佐藤由佳
小岩川 本間眞輝※

木野俣 佐藤寿美
温海川 五十嵐裕子
越沢 野尻兵一
関川関川関川 十嵐茂久五十嵐茂久五十嵐茂久
菅野代 長谷川ひとみ※

主任児童委員 西村友美※

主任児童委員 斎藤祐子※

▲

民生委員・児童委員は市民と行政等を結ぶつなぎ役として、常に住民の立場に立って相談に応じます▲

主な活動は、①住民の生活状態の把握、②見守り等の訪問活動、③児童の健全育成のための活動などです

櫛引地区（櫛引地域）
黒川上 釼持恵子
王祗 遠藤澄子※

黒川中 榎本久
黒川下 平親義※

松根 上野京子
宝谷宝谷宝谷 本間与一本間与本間与
たらのき代た き代たらのき代 眞田光壽眞 光壽眞田光壽
田代 佐々木和義
馬渡 遠藤照子※

上山添 前田喜代※

中田 ･常盤木 鈴木和江※

西荒屋 小島ひとみ※

板井川 五十嵐誠一
西片屋 平藤久喜※

東荒屋南 佐藤正
東荒屋北 安野一郎※

桂荒俣 ･三千刈 釼持由美子※

下山添南 五十嵐きよ子※

下山添北下山添北下山添北 新楯瑞惠新楯瑞惠新楯瑞惠
丸岡 上野はつ子
主任児童委員 遠藤良司
主任児童委員 井上実※

朝日地区（朝日地域）
松ヶ崎 ･寿岡 大滝清策※

繁岡 佐藤義幸※

荒沢 ･鱒淵 ･上田沢（上） 伊藤哲哉※

上田沢（下） 山口弘美
倉沢 大瀧博勝
下田沢 ･大平 ･松沢 阿部剛※

大針上・中・下 難波朝喜※

砂川 菅原忠雄※

行沢 上野ゆみ
上本郷 難波治子※

下本郷 小野寺美知子※

上名川 ･三栗屋 齋藤秀博※

下名川 渡部ひろ子※

落合 工藤誠浩※

熊出上 ･中 ･下 佐藤昭一
田麦俣 渋谷一志
関谷 ･上村 ･下村 ･中村 遠藤くみ※

中入 ･立岩 ･越中山 ･谷口 五十嵐克光※

中野新田 ･野中 宮崎馨※

漆原 ･沖田 ･北野 小野寺儀一※

　幸せの芽生えを示す四つ葉のクロー
バーと、民生委員の「み」の文字と児
童委員を示す双葉を組み合わせかたど
った平和のシンボルの鳩

はと

が、愛情と奉
仕を表しています。民生委員・児童委
員は、このマークの徽

き

章を胸に活動し
ています。

民生委員・児童委員マーク
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民生委員・児童委員を紹介します②（第13民生区～温海地区）
12月１日付けで、次の方々が民生委員・児童委員として厚生労働大臣から委嘱されました（担当区域・氏名
の順で掲載。氏名に※のある方は新任）。困りごとなど、気軽にご相談ください。

第13民生区（加茂・湯野浜地区）
東町 ･緑町 ･新地 ･新屋敷 ･登町 熊田京子※

荒町 ･岡町 ･浜町 ･金浜 ･今泉 秋野キミ子
下仲町 ･新町 ･泊町 ･金沢 佐藤誠子
油戸 佐藤篤子
湯野浜本町 ･宮沢 伊藤喜和子
湯野浜２町内湯野浜２町内湯野浜２町内 井龍敬子井龍敬子井龍敬子
湯野浜３町内湯 浜 内湯野浜３町内 佐藤明美佐藤 美佐藤明美※※※

湯野浜４町内 工藤信一
主任児童委員 佐藤恵美子
主任児童委員 工藤博喜
第14民生区（大山・西郷地区）
向町 ･鍛冶町 ･平成町 工藤善己※

浦町 ･染屋町 ･上本町 廣田裕子
上栄町 ･栄町 奥井マツ
天保町 ･銅片町 ･大工町 佐藤雅幸※

木七町 ･二才山 ･南町 岡村京子
西町 ･安良町 ･新町 阿部琴枝
山の手 地主由紀子※

殿町 ･下本町 大滝明
粕塚・城山 遠見良一※

栃屋 ･下興屋 ･上天保恵 渡邉由利※

菱津 小林誠
下小中 ･中楯 冨樫智恵※

馬町 佐藤津代子※

米出 ･柳原 ･中柳原 ･友江町 荻原一男
下川上 ･下川中一部 本間眞弓※

千安京田･面野山･辻興屋（学校前を除く） 阿部和廣
西茨新田 ･東茨新田 ･道地 佐藤節※

西沼 ･長崎 佐藤保※

七窪 ･松並一部 奥山千里
松並一部 佐藤千惠子
主任児童委員 長谷川玲子
主任児童委員 柴田八重子※

藤島地区（藤島地域）
上町一区 阿部昭子※

上町二区 阿部栄一※

新町 尾﨑稔
駅前南部 佐藤篤※

駅前北部 秋田谷次美※

中町一区 丸山昇※

中町二区 佐藤二美※

下町 三浦誠※

藤の花 大野正市

古郡・大川渡・谷地興屋 草島徹※

下中野目 ･野田目 ･越後京田・藤岡 太田多喜男※

須走・三和 五十嵐俊道
新屋敷 ･上平形 ･下平形 今野隆※

添川１区 ･添川２区 ･添川３区 太田純子※

添川４区 ･添川5区 今野幸※

鷺畑 ･千原 ･下蛸井鷺畑 千原 下蛸井鷺畑 千原 下蛸井 志藤知子志藤知子志藤知子※

東堀越１区 ･東堀越２区東堀越 東堀越東堀越１区 東堀越２区 安部晶子安部安部晶子※※※

上蛸井 ･上中野目 佐藤利恵※

上川尻 ･下川尻 ･平足 ･工藤 阿部美紀
無音 ･関根 ･楪 阿部直子
八色木上 日向香菜※

八色木下 齋藤栄子※

豊栄 布川英雄※

上新田 ･温泉 板垣和子
西小路 ･表小路 芝山司※

宮東 ･下通 石川亮
中組 ･十文字 栗本靖※

東渡前 ･西渡前 井上めぐみ※

和名川 ･砂塚 ･上藤島和名川 ･砂塚 ･上藤島和名川 ･砂塚 ･上藤島 武田恵武田恵武田恵※

宝徳 ･幕野内 ･箕升新田 成澤陽子
大半田 佐藤秀二※

主任児童委員 前田範子
主任児童委員 近藤比呂子
羽黒地区（羽黒地域）
古墓町 ･上長屋町 ･羽黒山 大川清明
桜小路 ･下長屋町 ･亀井町 山本一敏※

鶴沢町 ･池ノ仲 ･入江町 太田一※

上川代・中川代・下川代・海谷森・執行坂・泉野一部 小林恵美※

市野山 ･美野和 ･玉川 ･清水 ･大口 相澤司
野荒町 ･十文字 山中秀一※

坂ノ下 ･戸野 ･中里 ･町屋 金内美代
染興屋 ･川行 ･金森目 ･小増川 ･鎌田 髙橋伸幸※

川代山 ･八森 ･仙道 ･泉野 上林正幸※

桜ケ丘 ･今野 ･向山 ･八森 中野浩司
西荒川 ･野田 ･白山 ･美星野 長瀞政廣
河原 ･中屋 ･楯東 ･松尾 ･桜野 榎本光男
猪俣新田 ･松ケ岡 鈴木惠子
上野新田 ･三軒屋 ･東山 川村清※

中島 ･狩谷野目 冨樫忠
赤川 ･三ツ橋 ･緑ケ丘 ･希望ケ丘 阿部薫※

主任児童委員 長南慈恵※

主任児童委員 齋藤祐子※
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見
る
人
が〝
共
感
〟す
る

デ
ザ
イ
ン
の
追
求

安藤北斗
scene02

Hokuto Ando
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ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
幅
広
い
領
域
で

活
躍
を
し
て
い
る
安
藤
北
斗
さ
ん
。

今
秋
に
は
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
須
藤
玲
子
氏
と
、
自
身
が
所
属
す
る
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ

「
ｗウ

ィ
ー
プ
ラ
ス

ｅ+
」
に
よ
る
鶴
岡
シ
ル
ク
の
特
別

企
画
展
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
扇
の
舞
〜

Ｎ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
と
ｗ
ｅ+
に
よ
る
テ
キ
ス
タ
イ

ル
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。
藍
色

を
基
調
と
し
た
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
扇
が

揺
ら
め
く
様
子
に
、
訪
れ
た
多
く
の
人
々

が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
校
の
美
術
部
の
先
生
が
、
美
術
準
備

室
に
様
々
な
芸
術
家
の
作
品
集
を
飾
る
な

ど
し
て
自
分
の
ア
ト
リ
エ
に
し
て
い
た
ん

で
す
が
、
そ
こ
に
何
と
な
く
興
味
を
持
っ

て
出
入
り
し
本
を
読
ん
だ
の
が
、
最
初
に

デ
ザ
イ
ン
を
認
識
し
た
き
っ
か
け
で
す
ね
」。

２
０
１
３
年
に
は
林
登
志
也
氏
と
共
同

で
ｗ
ｅ+

を
設
立
。
活
動
の
ス
タ
ン
ス
は
、

一
つ
の
媒
体
に
特
化
せ
ず
に
様
々
な
分
野

に
表
現
の
幅
を
広
げ
て
い
く
〝
越
境
型
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
〞
で
あ
る
こ
と
。
空
間
だ
け

で
な
く
物
も
デ
ザ
イ
ン
し
、
大
学
と
共
同

で
海
洋
の
利
活
用
に
関
す
る
論
文
を
発
表

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
空
間
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
、

見
て
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

場
を
作
り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
作
品
を
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
共
感

が
重
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。
落
ち
葉
が
風

に
舞
う
な
ど
の
誰
も
が
見
た
こ
と
の
あ
る

自
然
の
現
象
や
原
体
験
が
重
な
る
と
き
、

そ
こ
に
共
感
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」。
故
郷
・
鶴
岡
の
自
然
も
作

品
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の

か
尋
ね
る
と
、「
意
識
し
て
い
る
感
覚
は

ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。
で
も
、
鶴
岡
で

生
ま
れ
育
っ
た
経
験
が
無
意
識
に
擦
り
込

ま
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
夜
に
家

か
ら
少
し
歩
い
た
先
の
田
ん
ぼ
を
散
歩
し

て
水
面
に
映
っ
た
星
空
を
眺
め
た
り
、
海

ま
で
自
転
車
で
行
っ
て
冷
た
い
海
の
中
に

飛
び
込
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
が
、
も
し
、
東
京
で
生
ま
れ
育

っ
て
い
た
ら
、
自
然
を
活
用
し
て
作
品
を

生
み
出
す
こ
と
も
な
か
っ
た
気
が
す
る
ん

で
す
よ
ね
。」
と
話
し
ま
す
。

今
回
の
特
別
企
画
展
が
鶴
岡
で
の
初
仕

事
と
な
っ
た
安
藤
さ
ん
。

「
鶴
岡
は
面
白
い
素
材
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が

転
が
っ
て
い
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ

と
に
挑
戦
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
自
分
の
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
、

故
郷
で
の
活
動
に
も
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

休
日
の
過
ご
し
方
を
聞
く
と
、「
鎌
倉

の
竹
林
の
中
に
あ
る
自
宅
の
整
備
を
し
た

り
、
家
に
入
っ
て
き
た
ム
カ
デ
を
退
治
し

た
り
、
な
ん
だ
か
ん
だ
自
然
と
戯
れ
て
い

ま
す
」
と
笑
い
ま
す
。

〝
自
然
へ
の
共
感
力
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
生

み
出
し
た
い
〞。
そ
の
思
い
を
柱
に
据
え
、

安
藤
さ
ん
の
挑
戦
の
場
は
枠
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

安藤北斗 さん（40）

鶴岡市出身。鶴岡南高校を卒業後、武蔵野美術大
学空間演出デザイン学科に入学。その後、セン
トラルセントマーティンズ（ロンドン）に留学。
2013年には林登志也氏と共同でコンテンポラリ
ーデザインスタジオ「we+」を設立。空間デザ
インやプロジェクトのコンセプト開発など多岐に
わたって活躍し、日本空間デザイン賞金賞など多
数のデザイン賞を受賞している。

デ

▲「we+」共同設立者の林登志也氏（右）とは大学生のときに知り合った。

▲直径２ｍの扇を設営。空間
　に華やかさが増していく。

▲扇が揺らめく演出は、庄内平野の稲
　が風になびく光景から着想を得た。
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藤島・羽黒・櫛引・朝日・温海｜10.８～11.13 市内各地域で芸術文化祭が開催

芸能発表や、手工芸品・俳句などの作品展示が各地域
で行われ、多くの人が芸術の秋を楽しみました。あさ
ひ産業文化まつりでは、小・中学生が鮮やかな衣装を
着て「大黒舞」を披露すると、来場者から盛大な拍手

が送られました。羽黒芸術文化祭では、羽黒町民謡愛
好会が「最上川舟唄」を力強く歌い上げました。コロ
ナ禍で久しぶりの開催となった地域もあり、出演者か
らは「発表できて良かった」との声が聞かれました。

羽黒芸術文化祭（11月３日～６日）羽黒芸術文化祭（11月３日～６日）

島芸術文化祭（10月28日～11月６日）島芸術文化祭（10月28日～11月６日）藤島藤島温海文化祭（10月22日～11月３日）温海文化祭（10月22日～11月３日）くしびき文化祭（10月８日～11月13日）びき文化祭（10月８日～11月13日）くしびき文化祭（10月８日～11月13日）

あさひ産業文化まつり（10月21日～11月３日）あさひ産業文化まつり（10月21日～11月３日）

羽黒｜6.4温海｜10.14～16 曽於市・鶴岡市友好都市姉妹盟約20周年記念事業

鹿児島県曽於市（旧大隅町）との盟約が20年を迎え、
曽於市長など関係者14人が来鶴。14日の記念式典で
は記念品が交換され、友好の絆を確かめ合いました。

その後の祝賀会では、歓迎の念珠関辨天太鼓が披露さ
れました。また15日には、盟約の契機である戊辰の
役の激戦地・関川地区で合同慰霊祭が行われました。
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横綱柏戸記念学童相撲大会

横綱柏戸記念館開館以降、同館の土俵を使った初の
試み。大勢の観客から声援が送られる中、市内の児
童13人が白熱した戦いを繰り広げました。

温海｜10.22・23

関川しな織まつり

関川しな織センター周辺でしな織の販売やステージ
発表等を実施。糸作りの実演やコースター織体験な
どで、多くの人がしな織文化に触れました。

羽黒｜6.4鶴岡｜10.30

ほとりあハロウィン！ どろっぱになりきって湿地をまわろう

フェルトを切り貼りして、都沢湿地再生のキャラク
ター「どろっぱ」に仮装！涼しい秋の風が吹く中、
小さなどろっぱたちが元気に湿地を歩き回りました。

羽黒羽黒羽黒羽黒羽黒｜6｜6｜6｜66.4.4.4.4.4鶴岡｜10.30

鶴岡市地域子育て推進講演会

白鷗大学特任教授の下村健一氏が、子供とインター
ネットの正しい付き合い方を講演。子供が情報に振
り回されないための声の掛け方などを学びました。

羽黒｜6.4藤島｜11.５

ふじしま音楽祭

羽黒羽黒羽黒羽黒羽黒羽羽羽羽黒羽羽黒羽羽羽羽黒黒｜6｜6｜6｜6｜6..4.444444444444444鶴岡｜11.６

熊野長峰　秋の森づくり活動

小学生から高齢者まで幅広い世代が参加。紅葉の中
で、ドングリの植付けやミズナラ・コナラの植樹等
を行い、森を将来に残すことの大切さを学びました。

櫛引｜10.15

地域の音楽団体など10組が出演し、「大地讃頌」な
どの合唱曲やミュージカルを披露。すてきな音色が
会場全体に響き渡り、来場者を魅了しました。
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や
ま
ぶ
し
温
泉
ゆ
ぽ
か

オ
ー
プ
ン
25
周
年
記
念
抽
せ
ん
会

■
応
募
期
間

12
月
１
日
○木
〜
20
日
○火
午

後
７
時

■
応
募
方
法

購
入
し
た
入
浴

回
数
券
の
表
紙
裏
面
に
必
要
事
項
を
記
入

し
応
募
箱
に
投
か
ん

■場
・
■問
同
温
泉
☎

62
‐
４
８
５
５

■他
当
せ
ん
者
に
は
後
日

連
絡音

楽
と
前
川
喜
平
講
演
会

■日
12
月
４
日
○日
午
後
２
時

■場
出
羽
庄
内

国
際
村

■定
２
５
０
人

■内「
憲
法
と
平

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

和
を
考
え
る
」
■費
５
０
０
円

■問
田
川

地
区
平
和
セ
ン
タ
ー
☎
22
‐
１
７
７
６

介
護
助
手
説
明
会
＆
面
談
会

■日
12
月
６
日
○火
午
後
２
時　

■場
な
の
花
ホ

ー
ル
（
三
川
町
）
■対
求
職
者

■申
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
山
形
支
部
☎
０
２
３

‐
６
３
４
‐
９
３
０
１

■他
HP

産
業
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
12
月
９
日
○金
午
後
３
時

■定
50
人

■内

講
演
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
現
状
と
世
界
ハ
ブ
大

学
と
し
て
の
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
活

動
」
佐
藤
大
輔
氏
（
同
大
大
学
院
工
学
研

究
科
講
師
）
■場
・
■申
鶴
岡
高
専
☎
25
‐

９
４
５
３

ス
キ
ー
場
情
報

▼
湯
殿
山
ス
キ
ー
場

■日
12
月
10
日
○土
〜

来
年
４
月
２
日
○日
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

４
時
30
分（
３
月
の
毎
週
水
曜
日
は
休
業
）

■問
同
ス
キ
ー
場
☎
54
‐
６
４
５
０

■他
12

月
10
日
○土
は
リ
フ
ト
無
料
開
放
（
午
後
４

時
ま
で
）。
シ
ー
ズ
ン
券
を
、
櫛
引
た
ら

の
き
だ
い
ス
キ
ー
場
で
提
示

す
る
と
、
ナ
イ
タ
ー
券
が
半

額
で
購
入
可
。
HP
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

▼
羽
黒
山
ス
キ
ー
場

■日
12
月
17
日
○土
〜

来
年
３
月
５
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
12
月
17
日
○土
は
正
午
か
ら
、
18
日
○日
か

ら
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
と
年
末
年
始

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
２
月
４
日
以
降

の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）
■問
同
ス
キ
ー
場
☎
62
‐
２
１

５
２
、
休
暇
村
庄
内
羽
黒
☎
62
‐
４
２
７

０
ま
た
は
羽
黒
庁
舎
産
業
建

設
課
☎
26
‐
８
７
７
６
へ

■他
HP

▼
櫛
引
た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場

■日
12

月
17
日
○土
〜
来
年
２
月
28
日
○火

■時
月
曜

〜
金
曜
日
…
午
後
５
時
〜
９
時

土
曜
・

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
…
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
（
12
月
17
日
○土
は
正
午
か
ら
）

■問
同
ス
キ
ー
場
☎
57
‐
５
４
７
０
ま
た
は

櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

へ

■他
12
月
17
日
○土
は
リ
フ
ト
無
料
開
放

（
正
午
〜
午
後
４
時
30
分
）。
シ
ー
ズ
ン
券

を
12
月
と
３
月
に
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
で
提

示
す
る
と
、
１
日
券
が
半
額

で
購
入
可
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク▼
共
通

▽「
雪
マ
ジ
！
19
」
■対
満
19
歳

の
方

■内
写
真
付
き
身
分
証
提
示
で
リ
フ

ト
１
日
券
無
料

▽「
雪
マ
ジ
！
20
」
■対

満
20
歳
の
方

■内
写
真
付
き
身
分
証
提
示

で
リ
フ
ト
１
日
券
半
額

▽
共
通

■日
湯
殿
山
ス
キ

ー
場
…
月
曜
〜
金
曜
日

羽
黒
山
・
櫛
引
た
ら
の
き

だ
い
ス
キ
ー
場
…
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
校
生
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
展
16

■日
12
月
10
日
○土
〜
18
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
18
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■

出
展
・
出
演

庄
内
田
川
地
区
に
あ
る
各

高
校
の
文
化
部

■内
▽
展
示
部
門
…
華
道
、

自
然
科
学
、
合
唱
、
書
道
、
文
芸
、
写
真
、

美
術
・
工
芸
、
羽
黒
高
校
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｃ

▽

発
表
部
門
…
演
劇
（
10
日
○土
午
前
10
時
30

分
）、
郷
土
芸
能
（
18
日
○日
午
後
２
時
）

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

創
造
の
森
交
流
館

か
ん
た
ん
燻
製

■日
12
月
10
日
○土
午
前
９
時
30
分

■定
先
着

12
人

■内
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
易
燻く
ん

製

器
と
燻
製
作
り
等

■費
５
０
０
円

■持
軍

手
等

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
市
で
初
開
催
！

シ
ル
ク
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２
㏌
鶴
岡

■日
12
月
10
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
先
端

研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

■定
１
５
０
人

■内
カ
イ
コ
及
び
シ
ル
ク
に
関
す
る
意
見
交

換
や
技
術
交
流
等

■申
同
サ

ミ
ッ
ト
HP
か
ら

■問
本
所
商

工
課
☎
35
‐
１
２
９
９

忘
年
囲
碁
大
会

■日
12
月
11
日
○日
午
後
１
時

■場
囲
碁
サ
ロ

ン「
商
売
に
役
立
つ
２
０
２
３
年
の
予
測
と
値
上
げ
し
て

も
お
客
が
逃
げ
な
い
強
い
お
店
の
作
り
方
」
セ
ミ
ナ
ー

■日
12
月
15
日
○木
午
後
５
時
30
分

■場
東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

■定
50
人

■師
竹
内
謙

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

１
０
３
へ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
12
月
７
日
○水
・
16
日
○金
、
来
年
１
月
４

日
○水
・
20
日
○金
、
２
月
１
日
○水
午
後
７
時

■対
高
校
生
以
上

■費
３
１
０
円

■場
・
■申

藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

０
人

参
会
…
名
簿
登
載
者
の
内
先
着
２

０
０
人

■費
名
簿
登
載
料
１
、
０
０
０
円

■申
12
月
９
日
○金
ま
で
本
所
総
務
課
☎
35
‐

１
１
１
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画

課
へ２

０
２
３
米
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
庄
内

■日
来
年
１
月
10
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場

な
の
花
ホ
ー
ル

■申
12
月
19
日
○月
ま
で
庄

内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん

歳
末
感
謝
祭

■日
12
月
24
日
○土
・
25
日
○日
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

■内
福
袋
や
エ
ビ

汁
（
１
０
０
円
）
等
の
販

売

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎

44
‐
３
２
１
１

そ
ば
処
大
梵
字　
　
　
　
　

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
12
月
25
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時

■定
各
回
先
着
８
組

■内
朝
日
地
域
産
そ
ば

粉
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち（
３
人
前
）
■費
１

組
１
、
５
０
０
円

■場
・
■申
12
月
20
日
○火

ま
で
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３
へ

ト
ー
ク
＆
交
流
会

デ
ィ
ス
カ
バ  

つ
る
お
か

■日
12
月
29
日
○木
午
後
１
時

30
分

■場
先
端
研
究
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー

■対
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
方
等

■内
市
内
で
活
動
す
る
ゲ
ス

ト
と
参
加
者
が
交
流
す
る

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

■問
本

所
地
域
振
興
課

☎
35
‐
１
１
９

１

■他
市
HP

鶴
岡
市
賀
詞
交
換
会

■日
来
年
１
月
４
日
○水
午
前
11
時

■場
グ
ラ

ン
ド
エ
ル
・
サ
ン

■定
名
簿
登
載
…
５
０

礼
氏

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７

１
１映

画『
教
育
と
愛
国
』上
映
会

■日
12
月
17
日
○土
午
後
２
時
・
６
時

■場
勤

労
者
会
館

■費
１
、
０
０
０
円
（
学
生
５

０
０
円
）
■問
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

上
映
実
行
委
員
会

防
災
講
演
会

■日
12
月
17
日
○土
午
後
２
時　

■場
マ
リ
カ

■内「
気
象
災
害
の
傾
向
と
防
災
へ
の
取
り

組
み
」
内
藤
俊
太
郎
氏
（
㈱
ウ
ェ
ザ
ー
マ

ッ
プ
）
■申
12
月
14
日
○水
ま
で
本
所
防
災

安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４
へ

鶴
岡
冬
ま
つ
り

大
宝
館
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
12
月
23
日
○金
〜
来

年
２
月
28
日
○火
午
後

４
時
30
分
〜
10
時

（
12
月
31
日
○土
は
翌

午
前
７
時
ま
で
）

■問
本
所
観
光
物
産
課

☎
35
‐
１
３
０
１

お
好
き
な
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

冬
の
リ
サ
イ
ク
ル
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

■日
12
月
24
日
○土
・
25
日
○日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

■場
・
■問
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５

■日　時 来年１月22日○日午後１時30分
■会　場 荘内神社参集殿
■定　員　 150人（応募多数の場合は抽せん）
■朗　読  青山友紀 氏（山形放送アナウンサー）
■作　品　『桃の木の下で』（『神隠し』［新潮文庫］

所収）
■費　用　 300円（藤沢周平記念館招待券付き）
■応募方法

▽郵送
　　 はがき（１枚につき１人）に、氏名・住所・電話番号を記入の上、
同館（〒997‐0035市内馬場町４‐６）へ

▽来館
　　同館の受付で、所定の用紙に記入
■応募締切 12月15日○木（当日消印有効）
　※応募は１人につき１枚限り有効。
　※12月23日○金までに当せん者に引換券を郵送。
　※当日までに入場券との引換えが必要。

■問藤沢周平記念館☎29‐1880

酒井家庄内入部400年記念企画展関連イベント

朗読会 藤沢周平の世界『桃の木の下で』

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　



26

鶴
岡
市
地
域
医
療
市
民
勉
強
会

鶴
岡
ま
る
っ
と
地
域
医
療

■日
12
月
８
日
○木
午
後
６
時
30
分

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■定

50
人

■内
情
報
提
供
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
学
ぼ
う
」
蘆
野
吉
和
氏
（
庄
内

保
健
所
所
長
）、
講
演
「
小
児
・
周
産
期

の
医
療
資
源
を
ま
る
っ
と
学
ぼ
う
」
吉
田

宏
（
荘
内
病
院
小
児
科
医
）・
五
十
嵐
裕

一
（
同
院
産
婦
人
科
医
）
■申
12
月
６
日

○火
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
35

‐
１
２
５
１
へ

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　
　
　

■日
12
月
10
日
○土
〜
来
年
２
月
28
日
○火

■時

月
曜
〜
金
曜
日
…
午
後
１
時
〜
６
時

土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
元
日

は
休
み
）
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

■費

大
人
…
５
３
０
円

高
校
生
等
…
３
２
０

円

中
学
生
以
下
…
２
１
０
円

貸
靴
料

…
３
２
０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）
■問
鶴

岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
ま

た
は
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５

６
９
４
へ

■他
12
月
10
日
○土
・

11
日
○日
は
滑
走
料
無
料
（
☆
貸

靴
料
有
料
、
団
体
割
引
な
し
）。

第
２
・
第
４
土
曜
日
は
高
校
生

以
下
滑
走
料
無
料
（
☆
同
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム　
　

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１

３
１
）
■日
12
月
12
日
○月
、
来
年
1
月
16

日
○月
午
後
７
時
、
１
月
28
日
○土
午
前
10
時

30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■日
12
月
・
来
年
1
月
の
毎
週
2
回

■時
午

後
２
時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■日
12
月
８
日
○木
、
来
年
1
月
12
日
○木
午
後

７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）
■日
12
月
20
日
○火
午
後
２
時
30

分
、
来
年
1
月
17
日
○火
午
後
７
時

▼
共
通

■対
中
学
生
以
上

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

初
心
者
対
象
短
期
ス
ケ
ー
ト

教
室
（
各
コ
ー
ス
全
３
回
）

■日
12
月
コ
ー
ス
…
12
月
17
日
○土
・
18
日
○日

・
25
日
○日

１
月
コ
ー
ス
…
来
年
１
月
７

日
○土
〜
９
日
○月

■時
午
前
10
時
（
初
日
は

９
時
30
分
）
■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場

■対
初
心
者
の
小
学
生
各
コ
ー
ス
先
着
20
人

■費
３
、
５
０
０
円

■申
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
ま
た
は
同
ス
ケ
ー

ト
場
☎
23
‐
５
６
９
４
へ

が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
交
流
会

ほ
っ
と
広
場

■日
12
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
荘
内

病
院

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着
20

人

■内
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー（
脳
の
活
性
化
）

■師
廣
井
達
氏
・
佐
々
木
文
也
氏
・
髙
木
涼

太
氏
（
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
）
■申
同
院
内

緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三

川
☎
26
‐
５
１
８
０

双
葉
卓
球
ク
ラ
ブ　
　
　
　

卓
球
場
年
末
年
始
無
料
開
放

■日
12
月
31
日
○土
午
後
６
時
30
分
〜
来
年
１

月
１
日
○日
午
前
０
時
30
分
、
１
日
○日
〜
３

日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■持
ラ
ケ
ッ

ト
、
ボ
ー
ル
、
シ
ュ
ー
ズ

■場
・
■問
同
ク

ラ
ブ長

靴
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
来
年
１
月
５
日
〜
２
月
28
日
の
火
曜
・

木
曜
日
夜

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場

■対
18
歳
以
上
の
８
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た

男
女
混
合
の
チ
ー
ム

■申
鶴
岡
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
ま
た
は
同
ス
ケ

ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９
４
へ

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日

■時
・
■対

▽
午
後
６
時
30
分
…
小
学
校
低
学
年
、
初

心
者

▽
７
時
30
分
…
小
学
校
高
学
年
、

上
級
者

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場

■費

８
、
０
０
０
円

■他
防
具
無
料
貸
出
し
あ

り
。
体
験
歓
迎
（
要
事
前
連
絡
）

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
会
員
募
集

▼
Ｌ
ｅ
ｔ
，ｓ
器
械
体
操

■日
毎
週
水
曜

日

■時
・
■対
▽
午
後
５
時
30
分
…
初
級
コ

ー
ス
（
年
長
児
〜
小
学
２
年
生
）
▽
６

時
30
分
…
普
及
コ
ー
ス
（
小
学
２
年
〜

６
年
生
）
■場
朝
暘
武
道
館

■費
月
額
２
、

０
０
０
円
（
別
途
登
録
費

１
、
０
０
０
円
）
■申
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
無
料
体
験
１
回
可

冬
も
加
茂
水　

こ
ど
も
料
金

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
12
月
１
日
○木
〜
来
年
３
月
31
日
○金
ま
で

■対
小
・
中
学
生

■場
・
■問
加

茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
作
成
は

有
料
。
HP

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）

■日
12
月
４
日
○日
、
来
年
１
月
21
日
○土
午
前

９
時
〜
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

■日
①
12
月
８

日
○木

②
来
年
１
月
13
日
○金

■時
午
前
10

時

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
４
年
６
月
〜

８
月
生
ま
れ

②
４
年
７
月
〜
９
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎

え
る
妊
婦
各
日
先
着
25
組

■内
①
触
れ
合

い
遊
び

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上

野
和
佳
氏
）
■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申
①
12

月
５
日
○月
ま
で

②
12
月
21
日
○水
〜
来
年

１
月
10
日
○火 子

育
て
・
子
供
向
け

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

▼
保
護
者
療
育
研
修
会

■日
12
月
20
日
○火

午
後
１
時
30
分

■対
言
葉
の
発
達
を
心
配

し
て
い
る
未
就
学
児
の
保
護
者

■内
生
活

や
遊
び
の
中
で
で
き
る
言
葉
へ
の
関
わ
り

■師
梅
木
由
美
氏
（
元
教
諭
）

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■日
①
12
月
23
日
○金

②
来
年
１
月
30
日
○月

■時
午
前
10
時

■対

未
就
園
児
（
①
令
和
３
年
12
月
〜
４
年
５

月
生
ま
れ

②
４
年
１
月
〜
６
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
各
日
先
着
25
組

■内

①
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク（
■師
佐
藤
美
由
紀
氏
）

②
小
児
科
医
の
話

■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申

①
12
月
７
日
○水
〜
20
日
○火　

②
来
年
１
月

12
日
○木
〜
25
日
○水

▼
共
通

■場
に
こ
♥

ふ
る

■申
同
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ク
リ
ス
マ
ス
え
ほ
ん
ま
つ
り

■日
12
月
６
日
○火
〜
25
日
○日
（
12
日
○月
・
19

日
○月
を
除
く
）
■内
絵
本
展
示

■場
・
■問

図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
12
月
７
日
・
14
日
・
21

日
・
28
日
、
来
年
１
月
４

日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、

２
月
１
日
の
水
曜
日
午
前

10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
市
内
在
住
の

授
乳
期
の
母
親

■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤

ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な
も
の
（
授
乳

用
品
、
オ
ム
ツ
等
）
■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

ま
ん
ま
ル
ー
ム
子
育
て
講
座

「
親
子
で
楽
し
む
お
や
つ
の
話
」

■日
12
月
９
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
10
組

■師
市
栄
養
士　

■場
・
■申
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
フ
ォ
ト
ア
ー

ト
〝
ク
リ
ス
マ
ス
〞
■日
12
月
16
日
○金
午

前
10
時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着

10
組

■内
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

写
真
撮
影
、
身
体
測
定

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等

■申

12
月
１
日
○木
か
ら

▼
小
学
生
集
ま
れ
！
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り

■日
12
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分

■対
小
学
生
先
着
12
人

■費
１
０
０
円

■申

12
月
３
日
○土
か
ら

▼
お
は
な
し
会

■日
12
月
21
日
○水
午
前
11

時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■内
リ
ン

リ
ン
お
は
な
し
会

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
64

‐
１
９
０
０

■他
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク

伝
承
遊
び
〜
昭
和
の
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ　

〜

■日
12
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分

■対
幼
児

と
そ
の
保
護
者
、
小
学
生
先
着
30
人

■内

竹
と
ん
ぼ
・
ゴ
ム
鉄
砲
作
り
、
お
手
玉
遊

び
等

■場
・
■申
12
月
１
日
○木
〜
16
日
○金
に

中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

親
子
人
形
劇
公
演

■日
12
月
23
日
○金
午
前
10
時
50
分

■場
櫛
引

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■対
未
就
学
児
と
そ

の
保
護
者
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
先
着
20

組

■内『
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
』『
日
天
さ

ん
月
天
さ
ん
』
■申
櫛
引
庁
舎
総
務
企
画

課
☎
57
‐
２
１
１
１

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
〜

■日
12
月
の
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
、祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
焼
き
マ
シ
ュ
マ

ロ

■日
12
月
10
日
○土
午
前
10
時
30
分

▽
薪
ス
ト
ー
ブ
de
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
づ
く
り

■日
12
月
17
日
○土
午
前
10
時
、

午
後
０
時
30
分

■費
寄
附
制
（
１
袋
３
０

０
円
以
上
）

▽
ヨ
シ
ス
ト
ロ
ー
づ
く
り

■日
12
月
17
日

○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時

■費
寄
附

制
（
１
本
１
５
０
円
以
上
）
■持
マ
イ
コ

ッ
プ

▽
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

■日
12
月
17
日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１

時

■費
寄
附
制
（
１
枚
50
円
）

▽
松
ぼ
っ
く
り
で
バ
ー
ド
ケ
ー
キ
づ
く
り

■日
12
月
17
日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１

施
設
の
催
し

時

■費
寄
附
制
（
１
個
1
０

０
円
以
上
）

▽
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
33

‐
８
６
９
３

■他
HP

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
物
サ
ー
ク
ル

■日
毎
週
火
曜
日
・
隔

週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
健
康
相
談

■日
12
月
８
日
○木
・
22
日
○木

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■日
12
月
12
日
○月
・

13
日
○火
・
19
日
○月
・
20
日
○火
、
来
年
１
月

16
日
○月
・
17
日
○火
・
30
日
○月
・
31
日
○火
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
唄
を
楽
し
む
会

■日
▽
12
月
15
日
・
22

日
、
来
年
１
月
５
日
・
12
日
・
26
日
の
木

曜
日　

▽
12
月
16
日
・
23
日
、
来
年
１
月

６
日
・
13
日
・
27
日
の
金
曜
日

■時
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
共
通

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
新
そ
ば
を
楽
し
も
う

■日
12
月
10
日
○土
午
前
10

時

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着
20
人

■内
新
そ

ば
打
ち

■費
大
人
…
８
０
０
円

中
学
生

以
下
…
５
０
０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

■申
12
月
８
日
○木
ま
で

▼
お
正
月
モ
チ

■日
12
月
25
日
○日
午
前
10

時

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着
15
人

■内

!?

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　



28

丸
餅
作
り（
約
15
個
）
■費
大
人
…
１
、
０

０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円
（
未

就
学
児
無
料
）
■持
頭
を
覆
う
手
拭
い
等

■申
12
月
20
日
○火
ま
で

▼
雪
の
参
道
を
歩
こ
う

■日
来
年
１
月
２

日
○月
午
前
9
時
（
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
集
合
）　

■場
羽
黒
山
参
道

■定
先
着
20

人

■費
大
人
…
５
０
０
円

中
学
生
以
下

…
無
料

■申
12
月
28
日
○水
ま
で

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

12
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
ケ
ー
キ
作
り
」
■日
12
月
10

日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

■日
12
月
11
日
○日
午
後
１

時
30
分　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
日
本
料
理
わ
た
な
べ
の

楽
し
い
日
本
料
理
教
室

■日
12
月
17
日
○土

午
前
10
時

■費
３
、
０
０
０
円

▼
は
り
は
り
大
根
作
り

■日
12
月
24
日
○土

午
後
１
時

■費
１
、
８
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９

３
市
民
サ
ロ
ン
第
２
講「
庄
内
の
健
康
・
医
療

・
食
か
ら
見
え
て
く
る
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」

■日
12
月
16
日
○金
午
後
３
時

■場
鶴
岡
高
専

■定
50
人

■内
講
話
１
…「
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
て
考
え
る
食
生
活
」
本
間
彩
椰
氏
（
庄

内
保
健
所
管
理
栄
養
士
）
講
話
２
…「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
雑
論
」
佐
藤

涼
氏（
鶴
岡
高
専
創
造
工
学
科
講
師
）
■申

鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
☎
23
‐
２
２
０
０

レ
ッ
ツ
！
保
育
の
お
仕
事
へ　
　
　
　

保
育
士
就
職
・
再
就
職
支
援
研
修
会

■日
12
月
19
日
○月
午
後
１
時

■場
な
の
花
ホ

ー
ル

■対
保
育
士
と
し
て
就
職
・
再
就
職

を
考
え
て
い
る
方

■内
講
演
「
保
育
の
現

状
と
今
求
め
ら
れ
る
保
育
士
の
役
割
」、

事
例
報
告
「
保
育
の
世
界
っ
て
面
白
い
〜

保
育
士
の
仕
事
の
魅
力
〜
」、
保
育
事
業

所
と
の
相
談
会
、
保
育
の
職
場
体
験
（
別

日
程
）
■申
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

講
座

▼
ワ
ッ
ク
ス
で
つ
く
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
全
３

回
）
■日
来
年
１
月
７
日
○土
・
14
日
○土
、

２
月
４
日
○土
午
後
１
時
30
分

■定
先
着
12

人

■内
ワ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
型
作
り
と
制

作

■師
大
瀧
由
希
氏
（
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
主

宰
）
■費
５
、
５
０
０
円
（
天
然
石
を
付

け
た
い
方
は
別
途
）
■申
12
月
４
日
○日
〜

27
日
○火

▼
牛
乳
パ
ッ
ク
で
版
画
を
楽
し
も
う
（
全

３
回
）
■日
来
年
１
月
15
日
○日
・
29
日
○日
、

２
月
５
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
10

人

■内
牛
乳
パ
ッ
ク
で
版
を
作
り
、
銅
版

画
の
技
法
で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
制
作

■師
コ

マ
ツ
ミ
ワ
氏
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

■費
２
、
５
０
０
円

■申
12
月
４
日
○日
〜
来

年
１
月
７
日
○土

▼
共
通

■対
高
校
生
以
上

■場
・
■申
同
館

☎
29
‐
０
２
６
０

出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　

外
国
語
講
座
（
第
３
期
）

▼
韓
国
語

■日
・
■費
▽
入
門
…
来
年
１
月

11
日
〜
３
月
15
日
の
水
曜
日
午
後
７
時

（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０
円

▽
初

級
…
１
月
17
日
〜
３
月
28
日
の
火
曜
日
午

後
７
時
30
分
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０

０
０
円

▽
韓
国
と
の
出
会
い
（
☆
）
…

土
曜
日
午
後
１
時

▼
中
国
語

■日
・
■費
▽
入
門
…
来
年
１
月

12
日
〜
３
月
23
日
の
木
曜
日
午
後
７
時

（
全
11
回
）・
１
万
５
、
４
０
０
円

▽
中

級
…
１
月
14
日
〜
３
月
18
日
の
土
曜
日
午

後
１
時
30
分
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０

０
０
円

▽
朋
友

好
！
（
☆
）
…
木
曜

日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
英
語

■日
・
■費
▽
初
心
者
英
会
話
…
来

年
１
月
12
日
〜
３
月
９
日
の
木
曜
日
午
後

７
時
（
全
８
回
）・
１
万
１
、
２
０
０
円

▽
か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）
…

火
曜
日
午
後
７
時
、
日
曜
日
午
後
２
時

▼
フ
ラ
ン
ス
語

■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）

…
木
曜
日
午
後
７
時

▼
ス
ペ
イ
ン
語

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス

パ
ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
３
時

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

■他
☆
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ
ッ

ト
制
（
５
回
券
２
、
５
０
０
円
、
10
回
券

４
、
５
０
０
円
）。
入
門
・
☆
を
除
き
各

講
座
３
人
以
上
で
開
講

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
来
年
１
月
15
日
○日
午
前
９
時
30
分

■場

消
防
本
部

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
20
人

普

通
救
命
講
習
Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
・
10
人

■申
12
月
15
日
○木

〜
来
年
１
月
５
日
○木
に
消
防
署
警
備
課
☎

22
‐
８
３
３
１
へ

■他
希
望
者
に
テ
キ
ス

ト
あ
り
（
講
習
Ⅰ
…
２
０
０
円

講
習
Ⅲ

…
１
０
０
円
）。
応
急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習

事
前
受
講
者
は
実
技
講
習

（
■時
午
前
10
時
30
分
）
の
み
。

市
HPせ

か
い
の
台
所  

ケ
ニ
ア
料
理　
　

〜
ラ
ヒ
マ
さ
ん
と
ル
ク
マ
ン
さ
ん
の
台
所
〜

■日
来
年
１
月
15
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１

時

■定
10
人

■師
ラ
ヒ
マ
・
ナ
シ
ア
氏（
ケ

ニ
ア
出
身
）、
ル
ク
マ
ン
・
バ
ー
バ
ニ
氏

（
同
）
■費
１
、
５
０
０
円

■場
・
■申
12
月

11
日
○日
か
ら
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３

６
０
０
へ

テ
ー
マ
は
自
由
で
す

「
上
野
甚
作
賞
」短
歌
作
品
募
集

■
応
募
資
格

▽
一
般
の
部
…
庄
内
地
域

講
座
・
講
習
会

募
集

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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に
在
住
の
方

▽
小
・
中
学
生
、
高
校
生

の
部
…
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
し
て
い

る
方

■
応
募
要
領

作
品
（
１
人
１
首

で
未
発
表
の
も
の
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
所
定
の
用
紙
に
楷
書
で
記
入

■
賞

秀
作
・
佳
作
・
奨
励
賞
を
各
数
首

■申
来
年
１
月
５
日
○木
ま
で
図
書
館
本
館
☎

25
‐
２
５
２
５
へ

入
居
時
期
は
来
年
２
月
上
旬

県
営
住
宅
12
月
募
集

■
募
集
住
宅

▽
東
部
２
号
・
３
号
、
茅

原
１
号
・
２
号
（
Ｂ
）・
３
号
（
Ｂ
）
…

各
１
戸

▽
美
原
１
号
、
東
部
３
号
、
城

南
１
号
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
…
各
２
戸

■申
12

月
２
日
○金
〜
８
日
○木
に
県
営
住
宅
指
定
管

理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

■他
抽
せ
ん
会
は
12
月
15
日
○木

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・　
　
　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
12
月
９
日
・
16
日
・
23
日
、
来
年
１
月

６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
２
月
３
日

の
金
曜
日
午
後
１
時
15
分
・
２
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■定
各
日
２
人

■内
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、

気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い
等

若
者
ひ

き
こ
も
り
相
談
（
■対
40
歳
未
満
の
方
と
そ

の
家
族
）
…
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か

ら
出
な
い
等

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
35
‐
０
１
５
６

そ
の
親
各
日
５
組　

■場
・
■申
①
12
月
14
日

○水
ま
で
、
②
来
年
１
月
11
日
○水
ま
で
、
③

来
年
１
月
18
日
○水
ま
で
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内

支
所
☎
64

■他
HP起

業
・
ビ
ジ
ネ
ス
夜
間
相
談
会

■日
12
月
20
日
○火
午
後
６
時
〜
９
時　

■定
６

人（
１
人
１
時
間
）　

■内
起
業
、事
業
資
金

融
資
、補
助
金
活
用
、経
営
改
善
、集
客
、販

売
促
進
、
販
路
拡
大
等

■場

・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
２
２
０
０

■他
HP

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
12
月
24
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町

に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先

着
８
人

■場
・
■申
12
月
23
日

○金
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決
し
ま
す

住
宅
相
談
会

■日
12
月
28
日
○水
、
来
年
１
月
25
日
○水
午
前

10
時
〜
11
時　

■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ

ー

■内
住
宅
新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
高
齢
者
減
災
ア

ド
バ
イ
ス
等

■問
本
所
建
築

課
☎
35
‐
１
４
３
２

■他
市

HP

連
合
山
形

な
ん
で
も
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■日
12
月
８
日
○木
・
９
日
○金
午
前
10
時
〜
午

後
６
時　

■内
労
働
時
間
、
解
雇
、
雇
止
め
、

残
業
代
未
払
い
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
職
場
の

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
、
休

暇
の
こ
と
等
、
労
働
に
関
す
る
相
談

■

相
談
電
話

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０

５
２弁

護
士
に
よ
る
住
ま
い
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談

■日
12
月
15
日
○木
午
後
1
時
30
分
〜
４
時

■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）
■定
先
着

４
人

■申
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不

動
産
☎
66
‐
３
２
１
０

つ
る
お
か
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
て
ら
す

婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
結
婚
相
談
会

■日
12
月
16
日
○金
〜
19
日
○月
正
午
〜
午
後
６

時

■場
エ
ス
モ
ー
ル

■対
結
婚
を
希
望
す

る
独
身
の
方
及
び
そ
の
家
族

■問
本
所
地

域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９
１

■他
17
日
○土

・
19
日
○月
は
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
（
女
性
の

相
談
者
に
ス
イ
ー
ツ

提
供
。
男
性
の
相
談

も
可
）

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い　
　
　
　

結
婚
相
談
会

■日
①
12
月
18
日
○日　

②
来
年
１
月
14
日
○土

③
来
年
１
月
22
日
○日

■時
午
後
1
時
〜
４

時
45
分　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
電
話
相
談
会

■日
来
年
１
月
21
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午

■内
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付

金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
給
付
金
支
給
手
続
き
に
関
す
る
相
談

■
相
談
電
話
・
■問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新

潟
事
務
所
☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３

０
空
き
家
相
談
窓
口

空
き
家
に
関
す
る
相
談
や
依
頼
に
お
近

く
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

■時
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
電
話

・
■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形
県
本
部
☎

０
２
３
‐
６
６
５
‐
０
１
０
０

不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口

開
業
の
要
件
や
手
続
き
、
費
用
等
の
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■時
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
電
話

・
■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形
県
本
部
☎

０
２
３
‐
６
４
２
‐
６
６
５
８

12
月
は「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

撲
滅
月
間
」
で
す

▼
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す　

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
■
相
談
電
話

☎
０
２

３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
８

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　

相
談
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で
）
■問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
酒
田
保
線
技
術

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
22
‐
０
０
８
９

市
内
の
中
小
企
業
者
が
対
象
で
す

企
業
研
修
助
成
金
を
活
用
く
だ
さ
い

庄
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
内
の
中
小
企
業
者
が
、
従
業
員
育
成
の

た
め
独
自
に
社
内
研
修
等
を
実
施
す
る
場

合
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
経
費

講
師
謝
金
・
旅
費
、
会
場

使
用
料
、
教
材
費
等

■
助
成
額

対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
10
万
円
）
■問
同
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
２
２
０
０

■他
HP

山
形
県
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
（
第
２
弾
）

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
の
影
響
を
受

け
る
県
内
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
県

独
自
の
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

■
支
給
額

法
人
…
10
万
円

個
人
事
業

主
…
５
万
円

■申
来
年
１
月
６
日
○金
ま
で

■問
同
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

０
‐
０
０
１
‐
２
８
２

■他
大
雨
被
災
事

業
者
に
上
乗
せ
あ
り
。
対
象

事
業
者
や
要
件
等
の
詳
細
は

HP
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
新
し
い
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。
相
続
に
よ
り
不
動
産

を
取
得
し
た
方
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、

相
続
登
記
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１

０
０
３

■他
HP

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
実
施
地
区

宝
町
２
番
、
18
番
・
19
番

■
調
査
期
間

準
備
調
査
…
12
月

本
調

査
…
来
年
２
月
か
ら
１
年
間

■問
山
形
県

統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１

８
７決

算
説
明
動
画
「
決
算
の
し

か
た
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

国
税
庁
で
は
、
個
人
事
業
者
を
対
象
に
、

決
算
の
方
法
・
注
意
点
等
を
説
明
す
る
動

画
「
決
算
の
し
か
た
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
２
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４

０
１自

賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期

限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、万
が
一
の
自
動

車
事
故
の
際
の
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動
車

に
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
で
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
賠
責
保
険
・

共
済
に
未
加
入
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で

す
。
四
輪
車
の
ほ
か
、
車
検
制
度
の
な
い

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
も
、
有
効
期
限

切
れ
、
掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３

‐
６
８
６
‐
４
７
１
１

■他
HP

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

林
退
共
は
、
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
加
入
方
法
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
☎
03
‐
６
７

３
１
‐
２
８
８
９

■他
HP

日
本
政
策
金
融
公
庫　
　
　

国
の
教
育
ロ
ー
ン

高
校
や
大
学
等
へ
の
進
学
、
ま
た
在
学

中
の
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
融
資
額

子
供
１
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
以
内

■
金
利

年
１
・
８
％
（
母
子

家
庭
等
の
場
合
１
・
４
％
〈
令
和
４
年
８

月
１
日
時
点
〉）
■
返
済
期
間

18
年
以

内

■問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６
ま
た
は
☎
03

‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６
へ

■他
HP

調
理
師
業
務
従
事
者
届
の

提
出
に
つ
い
て

次
に
該
当
す
る
方
は
、
調
理
師
法
の
規

定
で
、
２
年
ご
と
に
就
業
地
の
都
道
府
県

に
調
理
師
業
務
従
事
者
届
を
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■対
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、
社
会
福
祉
施

設
、
飲
食
店
等
で
調
理
の
業
務
に
従
事
し

て
い
る
方

■問
山
形
県
食
品
安
全
衛
生
課

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
６
２
１
ま
た
は

最
寄
り
の
県
保
健
所

■他
HP

▼
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
悩
み
相
談
室　

■日
月
曜

〜
金
曜
日
正
午
〜
午
後
10
時
、
土
曜
・
日

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
■
相
談
電
話

☎
０

１
２
０
‐
７
１
４
‐
８
６
４

▼
共
通

■問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
８

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

義
援
金
に
ご
協
力
を

■
受
付
期
間

12
月
１
日
○木
〜
23
日
○金

■
受
付
窓
口

本
所
ロ
ビ
ー
、
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課

■
取
次
機
関

郵
便
局
、

取
扱
表
示
の
あ
る
各
金
融
機
関
、
農
協
、

漁
協

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

市
役
所
周
辺
の
社
会
教
育
関
連
施
設

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

■日
▽
藤
沢
周
平
記
念
館
、
旧
致
道
館
、
大

宝
館
…
12
月
28
日
○水
〜
来
年
１
月
４
日
○水

▽
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡
…
12
月
29
日
○木
〜
来
年
１
月
３
日

○火

■問
各
館
ま
た
は
社
会
教
育
課
（
櫛
引

庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７
へ

冬
期
間
の
安
全
確
保
と
効
率
的
な
除
雪
作
業
の
た
め

踏
切
道
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

■
通
行
止
め
踏
切
名
・
期
間

鶴
岡
地
域

…
佐
渡
川
、
沢
田
、
観
音
、
古
新
田
（
来

年
３
月
１
日
○水
ま
で
）
藤
島
地
域
…
幕

ノ
内
、
第
一
渡
前
（
来
年
３
月
２
日
○木
ま

そ
の
他

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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■日12月17日○土午前10時～午後１時30分
■場白狐山光星寺
■定先着20人
■費中学生以上…2,500円　小学生…1,500円
■持 ヨガマット（貸出しあり、バスタオルでの代
用可）
■申庄内町観光協会☎0234‐42‐2922

ヨガ×座禅㏌白狐山光星寺●庄内町

■日来年１月22日○日までの午前９時～午後５時
（最終入館は午後４時30分）

酒田市美術館特別展
渡辺おさむ  お菓子の美術館●酒田市

■日来年１月15日○日までの午前９時～午後５時
（最終入館は午後４時30分）
■内北島敬三「UNTITLED RECORDS」
■費大人…700円　高校生…350円
中学生以下…無料
■場・■問土門拳記念館☎0234‐31‐0028
■他月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始は休館　　

土門拳賞受賞作品展●酒田市

■内樹脂等を材料に、動物や建築物の模型にデコ
レーションを施した、本物のスイーツそっく
りの作品を展示
■費大人…1,000円　高校生…500円
　中学生以下…無料
■問同館☎0234‐31‐0095
■他月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始は休館

地
域
の
み
ん
な
と
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
で
す

町
内
会
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
と
、

友
人
た
ち
か
ら
「
年
の
せ
い
か
、
最
近
、

歩
く
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
」
と
い

う
声
を
聞
き
ま
す
。
出
掛
け
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
体
力
が
衰
え
や
す
い
冬

に
、
町
内
会
の
み
ん
な
と
楽
し
く
体
力

作
り
を
し
た
い
の
で
す
が
、
良
い
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
元
気
に
笑

顔
で
年
を
重
ね
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

物
を
持
つ
、
立
つ
、
歩
く
な
ど
の
日
常

の
動
作
に
必
要
な
筋
力
を
高
め
る
体
操

で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
自

治
公
民
館
な
ど
に
集
ま
っ
て
行
う
の
で
、

地
域
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
気
軽
に
運
動

重
り
を
手
首
な
ど
に
付
け
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
筋
力
運
動
を
行
い
ま
す
。

QＡ

週
に
１
回
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
椅
子

に
座
っ
て
行
う
の

で
、
体
力
の
低
下

を
感
じ
て
い
る
方

や
、
膝
・
腰
に
痛

み
を
感
じ
て
い
る

方
で
も
、
気
軽
に

楽
し
く
体
操
が
で

き
ま
す
。

▽
市
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

〇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し

〇
栄
養
・
口
腔

講
話
等
（
開
始
後
６
か
月
以
内
に
実

施
）
〇
体
力
測
定
（
毎
年
実
施
）

▽
参
加
者
の
感
想

・
腰
の
状
態
が
良
く
な
っ
た

・
地
域
の
人
た
ち
と
友
達
に
な
れ
た

・
週
に
１
度
は
必
ず
出
掛
け
る
こ
と
で
、

   

気
持
ち
に
張
り
が
出
た

▼
新
た
に
実
施
し
た
い
方
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
試
し

体
験
も
で
き
ま
す
。

▽
対
象

市
内
の
町
内
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
等
の
内
、
65
歳
以
上
の
方
が
５
人

以
上
の
団
体

参
加
や
見
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、

同
課
ま
た
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
本
所
長
寿
介
護
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　
　本所総務課☎35‐1117
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私
は
出
身
が
山
形
市
で
、
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
地
元
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

客
室
乗
務
員
に
な
っ
て
か
ら
国
内
外
の
い

ろ
ん
な
所
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

山
形
っ
て
良
い
所
だ
と
感
じ
て
は
い
ま
し

た
。
実
家
に
も
よ
く
帰
っ
て
き
て
い
ま
し

た
し
。
で
も
、
仕
事
と
し
て
直
接
的
に
山

形
に
関
わ
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
な
っ

て
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、

こ
の
ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
取
り
組
み

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

正
直
に
言
っ
て
、
高
校
生
の
頃
ま
で
は

山
形
の
魅
力
を
余
り
分
か
っ
て
い
な
か
っ

た
で
す
し
、
庄
内
の
こ
と
も
詳
し
く
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
今
、
庄
内
で

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
ん
な
に
四
季

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
地
域
は
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
元
々
、
家
の
中
で
過
ご
す
の
が
好

き
な
タ
イ
プ
な
ん
で
す
け
ど
、
庄
内
に
来

て
か
ら
は
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
に
行
っ
た
り
、
海
に
行
っ
た
り
、

ア
ウ
ト
ド
ア
な
こ
と
も
楽
し
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
四
季
の
移
ろ
い

を
鮮
明
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
で
す
。

現
在
は
、
温
海
地
域
を
中
心
と
し
た
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
来
年

度
以
降
に
観
光
庁
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

開
始
で
き
る
よ
う
に
、
温
海
を
含
む
庄
内

地
域
の
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
の
お
手
伝
い
や
、

ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
選
定
、
道
の
駅
で
販
売

す
る
商
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

自
分
が
表
立
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
よ

り
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
わ
り
な
が
ら
、

そ
の
声
を
聞
い
て
、
魅
力
を
一
緒
に
掘
り

起
こ
し
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
外
に
発
信

す
る
か
考
え
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
裏

方
の
よ
う
な
役
割
で
す
。
私
自
身
も
、
そ

の
方
が
自
分
の
性
格
に
合
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
移
住
し
て
き
た
当
時
は
、

「
こ
れ
を
や
り
た
い
」
と
い
う
明
確
な
目

的
が
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
庄
内
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
す
る
う
ち
に
、

ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
各
々
が
、
庄
内
で

何
を
や
り
た
い
か
を
見
つ
け
ら
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
庄
内

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　庄内を元気にするために、地域の中を駆け巡る

A
エイエヌエー

NA S
シ ョ ウ ナ イ

HONAI B
ブ ル ー

LUE A
ア ン バ サ ダ ー

mbassadorの５人。
　本紙10月号の特集で、その活動を紹介しました。
　この連載では、それぞれの素顔に迫ります。

佐藤 菜々子 さん

 NA SHONAI BLUE 　　　
    mbassadorＡ

インタビュー
i n t e r v i e w 02

‐連 載‐

さとう・ななこさん
。大学時代、スイスとドイツへの留学経験出身。山形市出
味は散歩とカフェ巡り。散歩しながら写真。趣味がある。
好き。好きな言葉は「日々精進」。撮るのが好を撮る

▲鼠ヶ関で海のアクティビティを紹介！

▲モニターツアーの一環で、子供たちと一緒に
　イカの一夜干しを作っています！
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　12/4 ～ 1/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 13日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 20日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 ７日○水10:00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 15日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 ９日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　12/4 ～ 1/3
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
12 . ９○金  ９：30 ～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所
 〃 13：30 ～15：30 JA鶴岡農機自動車中央センター
10○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

　　  〃 13：30 ～16：00 〃
28○水  ９：30 ～ 11：30 市役所本所

　　  〃 13：00 ～15：30 　　〃

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和４年10月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：120,655人
　　 （男：58,000人、女：62,655人）
　世帯数：49,445世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111 FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
・開所日 ＜日曜日、祝日、12月31日～１月３日＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～21：00
　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
・診療科　内科、小児科、外科科
　　　　 ※小児科は、①のみ小児科医が診察します（12月31日～１月３日を除く）。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
・開所日 ＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00

②13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！



★市民先行エントリー
●受付方法 荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
●購入可能枚数 １人４枚まで数
　※座席の指定不可。申込み多数の場合は抽せん。当
　　落結果はメールでお知らせ。インターネット環境
　　がない方は同館にお問い合わせください。

★一般販売
①同館ホームページ（インターネット予約）
　※座席の指定不可。チケット引換えは、予約日から
　　２週間以内に同館で引換え（クレジットカード不
　　可）または代金引換で郵送（手数料600円）。
②同館窓口　※座席の指定可。
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◯問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐51882022年度自主事業

宝くじ文化公演

来来年年３月月11日日（（土））
午後４時開演

荘銀タクト鶴岡 大ホール

【チケット販売】
★市民先行エントリー
●受付　12月３日（土）午前10時
　　　　　　～11日（日）午後７時
●チケット引換え
　　12月17日（土）～26日（月）に同館へ
　　（クレジットカード不可）
★一般販売（山形県在住者に限る）
　来年１月14日（土）午前10時から先着順

【チケット料金】
＜＜ 般一般＞2＞2 5,50000円円
＜＜学生学生＞1＞1 5,50000円円（2（25歳5歳以下以下 要・要学生学生証）証）
※宝くじの助成による特別料金です。

■チケットは全席指定・税込みです。購入後のキャンセル・変更はできません。当日券は500円増しです。
■未就学児は入場不可。託児サービス（有料。先着順。チケット購入後、公演の２週間前までに申込み）があります。
■車椅子席・学生券を希望する方は申込みの際にその旨をお伝えください。
■新型コロナウイルス感染症の影響で、開催日時や出演者が変更となる場合があります。

３公演共通

演奏：Ｎ響団友オーケストラ（16人編成）
庄野真代 太田裕美稲垣潤一

荘銀タクト鶴岡×加茂水族館　連携事業 宮田大＆三浦一馬
ススペペシシャャルル・デデデュュオオリリササイイタタルル

来年３月20日（月）
午後７時開演　同館大ホール

来年３月月21日日（（火））
午後２時開演　同館大ホール

中本中本マリマリ
（ボーカル）

米木米木康志康志
（ベース）

曽根曽根麻央麻央
（ピアノ）

宮田大（チェロ）
日本©日本コロムコロムビアビア

三浦一馬（バンドネオン）
©T©To hishinori Ii Iidida

【チケット料金】
＜一般＞3,500円
＜ペア＞6,000円（前売りのみ）

【チケット販売】
★市民先行エントリー
　●受付　12月 4日（日）午前10時～11日（日）午後７時
　●チケット引換え　12月19日（月）～27日（火）に同館へ
★一般販売
　来年１月９日（月）午前10時から先着順

【チケット料金】
＜＜ 般一般＞Ｓ＞Ｓ席5席5 0,00000円円　Ａ席Ａ席44,00000円0円
＜＜学生学生＞Ｓ＞Ｓ席席33,00000円0円 ＡＡ席2席2 0,00000円円（2（25歳5歳以下以下・要要学生学生証）証）

【チケット販売】
★市民先行エントリー
　●受付　12月 4日（日）午前10時～11日（日）午後７時
　●チケット引換え　12月19日（月）～27日（火）に同館へ
★一般販売
　来年１月７日（土）午前10時から先着順

【オ【オーププニンングアグアクトクト】有】有地ト地トリオリオwiwithth春山春山早苗早苗




